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2017 年度国際学部海外研究旅行 

参加者：学生 14 名（学部別：国際 11 名、家政 3名；学年別：1年 5名、2年 6 名、3年 1 名、4年 2 名） 

引率者：教員 1 名、助手 1名、添乗員 1名、計 17 名 

 

事前研修会（2回） 

月日 時 間 内   容 

2/1 3-4 限(13:20-16:50) 教員による講義（歴史を中心に）、訪問都市についての紹介（グループ別） 

2/20 2-4 限(10:00-16:50) 日韓・独波関係についての報告（グループ別） 

 

旅程表（2018 年 2 月 27 日～3月 10 日、10 泊 12 日、機中泊 1 回） 

日次 日付 都市名 行程 宿泊地 

1 2/27 成田 

ワルシャワ 

クラクフ 

10:55 発ポーランド航空便にてワルシャワへ 

ワルシャワにて乗り換え、クラクフへ 

17:30 着、到着後ホテルへ 

クラクフ 

2 2/28 オシフィエ

ンチム、ク

ラクフ 

旧アウシュヴィッツ強制収容所（第一、第二）見学 

クラクフ・第二次世界大戦史博物館（シンドラーの工場跡

地）、ユダヤ人街見学 

クラクフ 

3 3/1 クラクフ 10:00-14:00 ヤギエウォ大学にて合同ワークショップ 

14:00-19:00 グループ別ショート・ホームステイ 

クラクフ 

4 3/2 クラクフ 

ワルシャワ 

ベルリン 

午前 ヴァヴェル城、聖マリア教会見学後、空港へ 

クラクフより到着、ベルリン行きに乗り換え 

18:50 着、到着後ホテルへ 

ベルリン 

5 3/3 ベルリン ベルリン市内見学：ベルリン大聖堂、ホロコースト慰霊碑、

テロのトポグラフィー資料館、壁博物館、ユダヤ博物館 

ベルリン 

6 3/4 ポツダム 

ベルリン 

ポツダム宮殿見学（ツェツィリエンホーフ宮殿、サンスーシ

宮殿）、ベルリン・グルーネヴァルト駅 17 番線 

ベルリン 

7 3/5 ベルリン 

ドレスデン 

ゲルリッツ 

11:00 バスにてベルリンから到着、市内見学（ツヴィンガー

宮殿、ゼンパー・オペラ劇場、聖母教会など） 

17:00 ゲルリッツ、ホテル着 

ゲルリッツ 

8 3/6 ゲルリッツ 

プラハ 

午前 ゲルリッツ市内見学（ポーランド側含む）、三国（ドイ

ツ、ポーランド、チェコ）国境トライアングル 

17:00 プラハ、ホテル着 

プラハ 

9 3/7 リディツェ 

プラハ 

午前 リディツェ村跡地・記念施設見学 

午後 ストラホフ修道院、プラハ城、ユダヤ人街等見学 

プラハ 

10 3/8 プラハ 終日 自由見学 プラハ 

11 3/9 プラハ 

ワルシャワ 

9:05 空路ワルシャワへ 

14:40 ポーランド航空便にて成田へ 

機中泊 



2 

 

12 3/10 成田 9:15 到着後、通関手続きを経て解散 ― 

 

事後報告会 

月日 時 間 内   容 

3/15 12:00-14:00 参加学生により、事前研修会で発表した内容について、追加補足報告、およ

び旅行について感想、気付いたことについての意見交換 

 

旅程地図（Google Map を使用） 
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はじめに 

 

 海外研究旅行が単位化されてから、私が引率するのは今回で 3回目となります（単位化以前からは 6

回目）。2011 年は 3.11 直前の今回とほぼ同時期、2015 年は 9月、そして今回は時期的には 2011 年とほ

ぼ同じでした。 

2011 年当時も寒かったですが、今回はそれよりもさらに寒かったように感じます。実際、アウシュヴ

ィッツ訪問時の気温は 2011 年時がマイナス 8度、今回はマイナス 15度、ということで、ビルケナウ訪

問時の刺すような寒さは今回の方が鋭かったように感じます。もちろん、7年前のおぼろげな記憶に対し、

こちらは終わったばかりであるということもあるかもしれません。ともあれ、こうした厳しい天候のな

かで実施されたにもかかわらず、誰も体調を崩すことなく、最後まで全行程に全員が参加したうえで終

了したことを、まずは喜びたいと思います。 

 

*** 

 

アウシュヴィッツを含む多くの見学地は私個人、これまでの研究旅行でも何度か訪問した場所でした

が、今回は２つの点で異なっています。１つは、最後の訪問地として、2011 年は（私が院生時代に 2年

ほど暮らした）フランス・ストラスブール（およびアルザス地方）、2015 年はウィーン会議 200 周年とい

うことで、オーストリア・ウィーンだったのに対し、今回はチェコ・プラハにしました。これは、三十

年戦争の勃発 400 周年、チェコスロヴァキアの独立 100 周年、「プラハの春」50周年といった歴史的な理

由（プラハのチェコ人ガイドさんも、チェコの歴史には、８で終わる出来事が多いといっていました）

というよりは、そうした「重い歴史」の荒波に洗われながら現在も美しい街並みを残している街の美し

さを楽しんでもらえれば、という意向によるものでした。実際、プラハ城から見渡した、モルダウ（ヴ

ルタヴァ）が流れる街並みには、晴天に恵まれたことも相まって、息をのんだ人も多かったのではない

でしょうか。最終日の自由研修もそれぞれが有意義な時間を過ごしたことと思います。 

もう１つは、クラクフのヤギエウォ大学との交流です。科目としての海外研究旅行には、現地の機関、

人々との交流が義務付けられていますが、実際短い期間、それも（少なくともヨーロッパの場合）現地

も学期休みに入っていることが多いなか、実質的な交流はなかなか難しく、これまでも頭を悩ませてき

ました。しかし今回は、友人であるオルガ・バルバジェヴィッツさんの協力を得て、彼女が勤務する（ポ

ーランド最古である）ヤギエウォ大学で教えている学生たちと、合同ゼミという勉強面での交流だけで

はなく、グループに分かれての「日帰りホームステイ」を実施することができました。これは、2015 年

度の研究旅行において、ベルリン自由大学の日本学科の学生さんたちとベルリンの「記憶の場所」を歩

いて回る、ということを実施した際に、その後の懇親会において学生間で話が盛り上がったことがヒン

トになりました。そこでの経験から、日本に対し大きな関心を持ち、また日本語能力を多少とも持って

いる人たちとの交流がより効果的であり、また教員が介在しない直接的な学生同士の交流の場も設けた

ほうがよい、と考えるようになりました。バルバジエヴィッツさんに今回の旅程作成に際して交流の件

を打診した際、そのような考えを伝えたところ、彼女の方から提案されたのが、「日帰りホームステイ」

でした。短い時間ながら、ともに台所でポーランド料理を作ったり、食事などをしながら、主に日本語
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で談笑する機会を得たことは、先方にとっても貴重な機会であったと感じてもらえる一方、学生の皆さ

んにとっても、「もっと英語を勉強しなければならないと痛感しました」といった「教訓」だけではなく、

交流することの楽しみを感じてもらえたのではないかと思います。もちろん、ポーランド人の学生たち

がこれだけ日本語を使いこなすためにどれだけ努力をしているのか、ということを想像し、垣間見るこ

とで、自分の勉強の励みにもなったことと思います。 

ともあれ、皆さんはさまざまな期待をもって今回の研究旅行に参加してくれたことと思います。期待

以上だったこと、期待通りだったこと、期待外れだったこと、期待していなかったが実際行ってみて興

味をそそられたこと―こうした反応も、さまざまであると思います。そうした観点から、本報告記に収

録されるみなさんの感想を読ませてもらうことを楽しみにしています。また、この旅行での気づきや出

会いが何らかの形で、皆さんの今後の学びや生き方に影響を与えるものであれば、私としても大変うれ

しく思います。もちろん、その影響はすぐに現れることもあれば、しばらくたって、場合によっては卒

業してからはじめて思い起こされるのかもしれませんが。 

 

*** 

 

前 2 回の旅行記は、帰国後授業などが忙しかったこともあって、作成が大幅に遅れてしまい、完成し

て参加者の手元に届いたのは旅行から半年～1年が経った後でした。それに対し今回は、できるだけ記憶

の鮮明なうちに作成し、配布することにしました。私のこの文章も、帰国してからわずか 4日後に書い

ており、報告記も GW明けには完成の予定です。こうしたスピーディーな作成にあたっては、協力してく

れた参加学生の皆さん、とくにアルバム委員の人たち、そして旅行での細心のケアに加え、報告記作成

に際しても取りまとめに当たってくれた助手の小倉弥生さんに、心から感謝します。また、JTB の担当者

として、皆さんの先輩でもある野沢ゆりなさんには、旅程案作成に際しこちらの要望にできるだけ対応

していただきました。そして旅行中は、添乗していただいた奈良京一郎さんに大変お世話になりました。

最後になりますが、この研究旅行の計画段階から実施に至るまで、学部長の佐藤雄一先生をはじめ、学

部長室の山岸いづみさん、その他同僚の先生や助手さんたちにサポートしていただきました。この場を

お借りして心より御礼申し上げます。 

 

西山 暁義 記  
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2 月 27 日（1 日目） 
2 回の事前研修を重ね、ついにこの日がやって来ました。 

今日は 1 日移動の日でしたが、フライト中の景色やクラクフに着いてからの街並みを楽しむことが出

来ました。前もって聞いていたけれど日本に比べてかなり寒いので体調を崩さないように気をつけたい

です。 

言葉の壁や金銭面に関する不安もありますが、少しずつ慣れていきたいです。時差やフライトの疲れ

もあるので、しっかり体を休めて明日からの見学に備えたいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 月 28 日（２日目） 

 今日のクラクフの天気は最高気温が 1度、最低気温が氷点下１５度と極寒でした。 

ダウンコート着用はもちろんのこと、カイロをいたるところに貼り、中着をしっかり着こまないと耐え

切れない寒さでした。むしろ着こんでもとても寒かったです。 

今日の一日の流れとしては、午前中にアウシュヴィッツ第一収容所・ビルケナウ第二収容所見学、午後

にクラクフ歴史博物館見学とユダヤ人街散策、夜はヤギエウォ大学のバルバジェヴィッツ先生をお招き

し、全体夕食会でした。特に私が事前学習で調べた、強制収容所について今日の日記にまとめていきた

いと思います。 

 強制収容所は元々三つ（アウシュヴィッツ第一収容所・ビルケナウ第二収容所・モノヴィッツ第三収

容所）ありましたが、現在残っているのは、アウシュヴィッツ第一収容所とビルケナウ第二収容所のみ

だそうです。アウシュヴィッツ第一収容所に入るにはセキュリティーゲートを通らなければなりません。

空港のセキュリティ・チェックと似ていました。ゲートを過ぎるとまず、「ARBEIT MACHT FREI」（働け

ば自由になる）と記されている看板の門があります。事前学習で調べた際に画像でよく見ていたため、

看板を実際にみて感じたことは小規模だということです。車で例えると一車線くらいの幅の門です。 

想像では 3 車線くらいの幅だと思っていました。だからといって敷地は狭いわけではありません。広

く続いていました。ネットに載っていた画像と同じものが資料として残っていました。事前に目を通し

てきてはいたものの、実際にガイドさんの話しを聞きながら自分の目で資料を見ると生々しく感じまし

た。食事のサンプルも置いてありました。昼食前の見学ということでお腹はすいていましたが、食べた

いと思えるようなものではありませんでした。色（黒色）からしてまずそうでした。 
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たくさん資料をみてきた中でも私が一番心に残っているのは収容者の靴の展示です。ナチス・ドイツ

の政策で“新しい仕事・学校がみつかった”と告げられた希望に満ちた収容者たち。しかし、現実は違

い絶望の場所です。可愛らしい子供サイズの靴が展示されていました。ガイドさんによると、これから

の生活に希望を抱き、両親は奮発し子供に靴をプレゼントしてあげるそうです。そんな子供たちは大好

きな両親と離れ、人体実験に使われたり移送後すぐガス室に送り込まれたりしてしまいます。その話を

聞いた瞬間に心が痛みました。労働者は名前を失い腕に番号を彫られ、使えるまで使い、使えなくなれ

ば処分。指示された仕事をして抵抗をすれば殺される。 

私は移送された収容者は人間性がなく感情などいらないロボットのようになってしまうのだと感じま

した。 

 このような世の中が百年も経たないうちにあったのだと思うと信じがたいです。二度と繰り返しては

いけないと思ったし戦争を体験していない世代の心の中にも強く残るよう、資料館・小中教育の歴史の

授業は必要であると感じました。大切なのはこれからです。正直、資料は目を通したくない残酷なもの

ばかりだと思っており、行きたい気持ちはみんな（参加者）より少なかったです。しかし、見学後、実

際にみて学び残酷さを感じることで戦争の恐ろしさをより一層知ることができました。 

行ってよかったです。 

 

2 日目写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入 り 口 収 容 者 の 靴 

ビルケナウ第二収容所にて全体写真 実際に使用されたガス缶（チクロン B） 
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3 月 1 日（3日目）  

今日はヤギエウォ大学の学生たちと発表をしました。初めて外国の方とディスカッションをしてみて、

ポーランドの学生の何人かは自分のきちんとした意見を持っていて、それをきちんと母国語ではない言

葉で伝えていました。私は、考えていることをうまく相手に伝えることが得意ではないのでとても尊敬

しました。そして、それが終わった後、学生たちの家にいきました。そこで、ピエロギというポーラン

ドの伝統料理を作りました。それは、餃子のようなもので、私の口にも合いました。 

そして、学生の二人はとても日本語が上手で、すべてと言っていいほど日本語で会話することが出来

ました。そのおかげで、文化の違いや日本とポーランドの国同士の魅力を見つけることが出来き、とて

も楽しい時間を過ごせました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 月 2 日（4日目） 

今日の午前中は、ホテルから歩いてヴァヴェル城と聖マリア教会に行きました。ヴァヴェル城は思っ

ていたより落ち着いているという印象でした。中に、展示してある剣や槍、鎧や銃などはとても精巧な

デザインで、お祭り用、戦争、狩り用などで用途が分かれていて興味深かったです。全部を見て回るな

ら８時間はかかるとのことで驚きました。 
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午後からは聖マリア教会に行きました。建物が木でできており、ゴシック様式を生で見ることができ

て嬉しかったです。ゴシック様式はとても巧妙なで、直線的でシンメトリーなデザインが多く見受けら

れました。綺麗でした。 

その後ワルシャワからベルリンへと移動し、19 時頃には空港に到着予定でした。しかし、3 時間遅れ

とほとんどを空港で過ごしました。海外では飛行機が定刻通りに出発しないことが多く、日本ではそう

いったことは見られないので文化の違いを感じました。途中、同じ研究旅行に参加している子たちのロ

ストバゲージや携帯紛失とういうハプニングが起こりましたが、無事手元に戻ってきたので良かったで

す。 

 

3 月 3 日（5日目） 

今日は、ベルリン大聖堂、テロのトポグラフィー資料館、チェックポイントチャーリーと壁博物館と

ユダヤ博物館に行きました。ベルリン大聖堂はきれいで落ち着いていました。ユダヤ博物館は体験型に

なっていて色々と考えさせられました。印象に残っているのは母が子に渡したハンカチです。どんな気

持ちで渡したのかと思うと悲しくなりました。疑問に思うことや原因、背景を知る、想像する大切さを

学ぶことができました。ベルリンでのショッピングは、西山先生のおかげで限定品を買ったり、電車に

乗ったりすることができ、日常を体験できて楽しかったです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今日は一日、とても疲れました。ですが、とても印象に残るもの、場所ばかりでいろいろ感じること

ができました。ユダヤ人慰霊碑では、亡くなった人たちの孤独感、不安感などが伝わってくるようでし

た。一つも同じ形のものはないと聞いて、一人一人の運命を物語っているようで、少し怖くなりました。

ドイツにとっては負の歴史であり、恥辱のものであるという意見があるようですが、私は残しておいて

語り継ぐべきだと思います。 

見学が終わった後、ベルリンの町をまわったり、電車に乗れたりしていい経験ができたと思います。

夜もおいしい食事、謎のダンス、いろいろ楽しかったです。 
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3 月 4 日（6日目） 

本日はトラブルから始まり、雲ゆきの怪しい一日になると思っていましたが、実際そのようなことは

決してなく、非常に充実した一日を過ごすことができました。本日過ごした中で最も印象に残ったこと

は、グルーネヴェスト駅 17 番線の見学です。この研修旅行が始まってからの約 5日間、ホロコーストに

ついて歴史をたどってきました。しかし本日の午前中はホロコーストからはいったん離れて見学をして

いました。そのため余計に17番線に残された記録がリアルで残酷な歴史を示すものであると感じました。

記憶は薄れていくものですが、ここで感じた気持ちを忘れずに持ち続けようと思います。 

 

 

 

 

 

 

今朝は水が出なくなるアクシデントから始まりました。出かけている間にホテルの方が直してくれる

ということだったので、顔も洗えませんでしたが（笑）出発しました。サンスーシ宮殿ではロココ様式

の派手な装飾をたくさん見ることができました。教科書や資料集で見るのとは輝きが別格でした。ロコ

コとはロカイユに由来する言葉で、貝殻をモチーフにした装飾を指します。特に貝殻をひっくり返した

ときの C の形が多く見られ、余白を余すことなく装飾で埋め尽くされていました。ぶどうの装飾も至る

所に見られました。2番目に入った部屋の扉に楽器の装飾があったのですが、ファゴットがあったような

気がしてテンションが上がりました！ガイドの方から教えてもらったのですが、ファゴットはサンスー

シ宮殿より前の時代から存在していたそうです！さすがファゴットです！ 

ホテルに帰る組と途中下車組で別れて、Ｏさんと小倉さんと

私で、楽器博物館とハンブルガーバンホーフ美術館に行きまし

た。楽器博物館は閉館 30分前だったので受付の人が 

迷惑そうな顔をしていました…笑何百年も前のファゴットを

見ることができました！この研修旅行に参加した一番の目的

を果たすことができました！ 

 夕食は下車組でホテルの部屋で食べました。今食べているポ

テチが美味しくて止まりません。 
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3 月 5 日（7日目） 

今日はバス移動の多い 1日でした。 

短い時間でしたが、ドレスデン市内を見学しました。現地ガイドの方の日本語が上手で、話が面白い

ので、それぞれの建築物と、それに関わる人物の歴史について楽しく学べました。中でもアウグスト王

の、 、愛人がたくさんいてそのためにたくさんの宮殿を建てた話が印象に残っています。フラウエン教

会のパイプオルガンが点検のために郊外に出されていて、奇跡的に傷つかずオリジナルのまま残されて

いることに驚きました。どの建物も外観に金が多くあしらわれているのが印象的でした。 

ゲルリッツに着いてからは、西山先生の案内でナイセ川を渡ってポーランドに行ったり、旧市街を少

し散策したりと充実した時間を過ごすことが出来ました。移動の疲れを感じないほど楽しく過ごせまし

た。明日はゲルリッツについてもっと詳しく学べるので、ガイドの方のお話がとても楽しみです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 月 6 日（8日目） 

今日はあいにくの雪でした。気温はそこまで低くなかったものの、雪がなかなか激しかったので体力

が持ちにくかった気がします・・・。今日はドイツからチェコに移動しました。ドイツとポーランドと

チェコの３ヵ国の境界線（トライアングル）を間近に見て、渡ることもできて感動しました。（先生が計

画中だと言っていた）三国間を簡単に行き来できる橋はいつできるのでしょうか・・・。 

また、教会ではガイドさんが宗教によって違う神父さんの特徴などを細かく教えてくれたりして 面

白かったです。その後は早めにホテルに着いたので、バレエを観に行きました。ここで初めて 地下鉄

に乗ったのですが、エスカレーターが早くてびっくりしました。関西のように急ぐ人は左側を歩いてい

ました。帰りはお寿司とラーメンを食べました。日本食が恋しかったので、とても幸せでした。明日は

プラハの観光地をたくさん回れるということで、とても楽しみです。 
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3 月 7 日（9日目） 

昨日は雪が降っていたため、今日の天気が心配でしたが、雪は降らず午後には晴れとなりました。 

 まずバスに乗り、リディツェ村跡地へ向かいました。こ

の村は二次大戦中にドイツ軍により完全に破壊され、男性

は皆殺し、女性・子供は収容所へ送られました。現在はほ

かの場所に村が再建されています。跡地には子供たち一人

一人をかたどったモニュメントが置かれていました。その

表情から私は恐怖や戸惑い、そして失望といった感情を読

み取り胸が痛くなりました。戦争は普通の生活や幸せを、

何もかも奪ってしまうということを現地へ足を運ぶことで

再確認しました。 

リディツェ村見学後、プラハ市内の見学を行いました。特に印

象に残っているのは聖ヴィート大聖堂と時計塔から見た美しい

プラハの街並みです。凄くきれいな風景を堪能することができと

ても満足です！！ 

夜は最後の食事会がありました。今日は O さんのお誕生日だっ

たのでみんなでお祝いをしてケーキを食べまし

た。Oさん、お誕生日おめでとうございます！素敵

な一年になりますように…♡ 明日は市内自由見学です。今日はたくさん歩いて疲れ

が出てきているのでしっかり休養して明日に備えたいと思います。 

 

3 月 8（10 日目） 
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今日は、プラハで一日中自由行動の日でした。私は友達とミュシャ美術館、ビール博物館、ボタニク

ス、スメタナホールでのクラシックコンサートに行きました。ミュシャ美術館に行くまでに地下鉄を使

いました。なんとその電車はドアの扉が閉まるのがあまりにも速すぎて、全員が乗り切れずにはぐれて

しまいました。とても焦ってしまい、どうしようかと思いましたが、何とか無事に合流することが出来

てそのまま、ミュシャ美術館にもたどり着くことが出来ました。ミュシャの絵は生で初めて見ることが

出来たので、貴重な経験が出来てよかったです。お土産ショップも充実していて楽しかったです。ビー

ル博物館では、テイスティングをしました。しかし量のビールが出てきて、みんな（全員成人していま

す―チェコでは 18歳からアルコールを飲むことはできますが）でワイワイ楽しめました。 

 

お昼はスメタナホールの近くのショッピングモールのレストラン街でアジア料理を食べました。やは

り日本食が恋しくなりそこでチャーハンのようなものを食べました。味は意外にも美味しかったです。

食後はボタニクスという有名な石鹸のお店に行きました。店内にすごくいい香りがして、日本語が話せ

るスタッフもいました。私はクレオパトラが愛用していたという石鹸を自分用に買います。夜にはスメ

タナホールで管弦楽団の演奏を生で聴いてきました。クラシックの有名曲ばかりだったので良かったで

す。しかし、会場が意外にもこじんまりしていたので少し残念な気もしました。一日を通して様々な経

験ができて有意義な一日でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 月 9 日（11 日目） 

今日は現地最終日でした。乗り換えのワルシャワ空港では、余っていたズロチを使ってたくさんお菓

子を買いました。飛行機でもらったウエハースがとてもおいしかったのでお土産に買いました。日本が

恋しく感じていましたが、いざ日本に戻ると寂しくなりました。ガイドさんに教えていただいたたくさ

んの知識とその場で感じたことを忘れないようにしていきたいです。現地で出会ったイケメンと美女に

会うためにお金をためてまた訪れたいと思います。 

 

                                     

最

終

日

は 、

疲

れ
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がたまり、無気力でした。早く日本に帰りたいという気持ち、ずっとここにいたいという願望がごちゃ

混ぜでした。１２日間は長いようで短くて、少し寂しくなりました。ドイツは二回目でしたが、以前行

った時よりいろいろなものを目にすることができ、とてもいい経験になりました。他の国にもたくさん

行って、自分の視野を広げていきたいと思います。素敵な１２日間でした。 

 

3 月 10 日（12 日目） 

海外に 12日間行ったのは初めてで、食べ物、治安、長時間のフライトなど不安なことがたくさんあり

ましたが、それ以上にとても有意義な 12 日間を過ごすことができました。本物の芸術に触れて感じたこ

と、光景を忘れないよう、脳に焼き付けます。 

 完璧に時差ボケして飛行機では寝られそうにないですが、オールして体内時計をリセットしようも思

います。  
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Ⅱ 

研究旅行に参加して…（全体を通しての感想） 
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Y.S.（国際学部 1年） 

 2 月 27 日～3 月 10 日の 12 日間の研修旅行を終えて、たくさんの新しい経験や感情を知ることができ

た。中学生の時に第二次世界大戦について勉強してから興味を持っていて、いつか訪れたいと思ってい

たアウシュヴィッツでは言葉では簡単に表せない感情が湧いてきた。私が想像していたよりも収容所は

普通の建物でこんなところで多くの人間が殺

されたとは思えなかったが、当時の持ち物や資

料を見たり、周りの観光客の反応を見たりして、

本当に今自分が立っているこの場所で多くの

悲しい出来事が起こっていたのだなと感じた。

安心させるため住所と名前をかかせた持ち物

は見ていると心がとても痛んだ。ビルケナウは

驚くほどに寒くて、手も顔も痛かった。こんな

に寒い中、薄着で過酷な労働を強いられていた

と思うと苦しくてたまらなかった。印象的だっ

たのは泣いていたり、抱きしめあったりしてい

る観光客の人たちである。当時のことは経験し

ていないはずの、私たちより同じかそれより少し上の年齢の人たちが体を寄せ合っている姿は、悲劇が

きちんと語り継がれ理解されていることを物語っていたし、もう二度とこんなことはしてはいけない、

戦争は止めるべきだという考えをより一層大きくさせた。さらにホロコースト慰霊碑やユダヤ博物館で

は、自分が実際に体験して考えることができた。ホロコースト慰霊碑の石はすべて大きさが違うという。

一人一人の人生を表しているそうだ。中に入ってみると地面にも高低差があり、歩きにくく威圧感を感

じた。周りの人たちが見えなくなると自分がどこにいるのかわからずとても不安な気持ちになった。 

 

 

 

 

 

 

 

ユダヤ博物館では母親が子供に渡したハンカチがとても印象に残った。どんな気持ちで渡したのか

と考えると悲しくて苦しい気持ちになった。リディツェ村については今まで知らなかった。村の跡地は

驚くほど何も残っていなくて真っ白な雪景色だけだった。もっと詳しく調べてみようと思う。収容所も

慰霊碑もハンカチも雪景色も説明されなければどんなものだったかわからない。実際、慰霊碑では観光

客の人たちが石の上に座って写真を撮っている姿を見かけた。私はその姿を見て驚いたが、それは私が

その石が作られた意味を知っていたからだと思う。原因や背景を知ることや疑問に思って想像する大切

さを学ぶことができた。私はよく間違っていたらどうしよう、考え方が違っていたら嫌だなと発言しな

いことがよくあるのだが、間違いはない、考えて想像することが大切と教えていただき気持ちが少し楽
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になった。 

そのためヤギエウォ大学の学生との交流は非

常に刺激的だった。自ら積極的に発言し、時間が

過ぎていても気にしないところが海外だなと感

じたし、過ぎていても全く気にならないくらい濃

い意見交換を直接聞くことができたのは非常に

有意義な時間だった。デリケートな問題をこのよ

うに場を設けていただき話を聞くことができた

のは極めて貴重な経験だと感じた。日本にあれだ

けの人が興味を持ってくれて勉強して話してく

れるのは非常にうれしかった。自分の国の文化や建物を日本

語で説明して交流できたのは楽しかったし、私も日本のこと

を勉強して伝えられるようになりたいと思った。 

高校時代、私は世界史の授業を受けてい

たので、サンスーシ宮殿やツヴィンガー宮

殿などの教科書に書かれている建物を見る

ことができたときはとてもうれしかった。

サンスーシ宮殿の中はそれぞれの部屋がテ

ーマごとに統一されていてとても綺麗だっ

た。当時は限られた富裕層の人しか見るこ

とができなかった内装をこんな一般市民でも中に入って見学できるようになりこの時代に生まれてよか

ったと思った。ベルリン大聖堂のパイプオルガンは素敵で心地よかった。いつも世界史のテストは成績

が良くなかったが、高校時代に訪れていれば歴女になっていたかもしれない。それほど歴史的建造物は

魅力的だった。また、街の様子もおとぎ話の世界のようにかわいらしかった。ピンク色の夕焼けが印象

的だった。歩いていても間違えて小さくなった自分が絵本の中に入ってしまったような不思議な感覚だ

った。しかし、寒いから洗わないのか汚れている車が多かったように感じる。チェコ・ポーランド・ド

イツやポーランド・ドイツの国境に訪れたときは不思議な気分だった。たった数百メートル先の看板の

言葉や色がそれぞれの国仕様に変わっていたからだ。特に、三か国が隣接する国境は特に周りには何も

ないのに、実際に国を行き来してこんなに簡単に隣の国に遊びに行けるのかと非常に感銘を受けたし、

三か国の国旗とEUの旗がなびいている景色はいろんな国があって世界が成り立っているということを感

じさせた。日本は島国なので国を歩いて渡ることはできないのでとても新鮮な体験だった。 

私はこの旅行が初めての海外だったので日本との違いもわかった。観光地では物乞いがよく目につい

た。家族で看板を立てたり、動物を連れていたり様々な年代の人が道端で土下座している。日本ではあ

まり見かけない。また、注意喚起されていたスリは、現地には看板もたっていた。私たちは幸いなこと
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に誰一人スリ被害には遭わなかったが、リュックを背負った小さい女の子が走って逃げていくのを目撃

した。確実にスリとは言えないが、おそらくスリである。たった一瞬の出来事である。小学生ぐらいの

子がスリをしているなんて衝撃的であった。日本もスリをしたいぐらい困っている人はたくさんいるだ

ろうけれど、スリが少ない日本はいかに平和か知ることができた。そしてお店での客に対する対応につ

いても、日本のおもてなしの心がいかに素晴らしいことなのか身をもって認識することができた。キャ

ビンアテンダントは常に笑顔が常識だと思っていたのに、ヨーロッパの CAはクールで驚いた。ほかにも

仕事中に普通に堂々と携帯をいじっている姿を見たときは日本では考えられなかった。言葉が通じない

中で笑顔がどれだけ人を安心させるか、大切なことなのかがわかった。 

12 日間の海外研修は私にとって楽しいことも悲しいこともすべて刺激的で短くて長い旅行だった。学

んだことを忘れないよう、これからに生かし知識にして充実した生活を送っていきたい。 

 

 

F.H.（国際学部 1年） 

 私は高校三年生の夏にオープンキャンパスに参加した際に、この研究旅行のことを知り、入学したら

絶対に参加したいとずっと思っていました。小学生の時にアンネ・フランクの日記を読み、第二次世界

大戦やホロコーストについて知り、興味を持ちました。戦争の勃発の理由や難しいことはよくわかって

いませんでしたが、その時代の歴史が悲惨であることは理解していました。その時から、いつか絶対に

アウシュヴィッツに行って自分の目で確かめたいと思っていました。 

 アウシュヴィッツの見学は研修２日目の風が冷たい日でした。冷たい空気が肌に突き刺さり、外に出

るのが嫌になるほどでしたが、環境の厳しさを実感できたと思います。荷物検査を終えて進んでいくと、

本やネットでよく目にした「ARBEIT MACHT FREI」の看板が見えました。「働けば自由になれる」という

意味ですが、実際には全く逆の意味で、「労働による絶滅」という大量虐殺の形でした。「当時ここに連

れてこられた人たちはこの看板を見て、どんな思いで門をくぐったのだろう」と思いながら、中に入り

ました。 

 同じような収容施設が続き、第 4 ブロックから順に見学していきました。自分の中で一番印象に残っ

ているのは、第 5 ブロックにある数々の展示物でした。衝撃だったのは連れてこられた人たちが刈り取

られたたくさんの髪の毛です。様々な色、三つ編みされたままのもの、それが今現在まで残されている

ことが怖かったです。他には大量の靴や義手義足、杖、眼鏡などがありました。山積みにされた靴の中

には花の刺繍が入ったサンダル、小さい子の可愛らしい赤い靴などがありました。それらは新しい生活

のために、お父さんやお母さんがわが子のことを思っていい靴を与えてくれていたそうです。ただただ

胸が痛みました。小さい子や赤ちゃんの服も展示されていました。あんなに小さな服を着る幼子でさえ

連れてこられて、まだ物心のついていないような子も親と離れ離れにされて殺されていたと考えると、

本当に涙が出そうでした。連れてこられた人たちのカバンも印象的でした。没収されるにも関わらず、

あえて自分のカバンに大きく名前や生年月日を書かせて元の生活に戻れるという希望を持たせたそうで

す。そんなことあるわけなかったのに、と思いました。展示物を見学したのち、外にある「死の壁」と

呼ばれる場所に行きました。何千人もの人たちがその壁の前で銃殺された場所でした。花と蝋燭が手向

けられていたところでたくさんの人の血が流れて、今でもその跡があると考えるとぞっとしました。 
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 アウシュヴィッツではたくさんの人が殺されて、たとえ生きていたとしてももはやそれは人間として

の扱いではなく、完全に人権を否定してしまっていたことが本当に悲しいです。そして何より一番恐ろ

しいのは、それを自分たちと同じ人間が行っていたということです。髪の毛を刈り取られ、全員同じ服

を着て、食事とは呼べないほど不衛生なものを食べ、名前と自由を奪われてしまった当時の人たちは毎

日どんな思いで生活していたのだろうと考えても、それは今現在正反対の幸せな生活をしている私たち

に答えを出すことは絶対に無理だと思います。ですが、負の遺産であってもアウシュヴィッツのような

場所はこれからも残して、これからの時代に繋いでいき、二度とあのような悲劇が起こらないように語

り継いでいくべきだと、私は思いました。見学していて途中とてもつらくなりましたが、本当に行けて

よかったです。 

 アウシュヴィッツでの見学以外にも毎日が印象的で、刺激を受けることができました。その中でも記

憶に残るのはヤギエウォ大学の方たちとの交流です。ポーランドにいる人たちに、ポーランドとドイツ

の関係のプレゼンテーションをするのはとても緊張しました。もっとちゃんと準備しておけば、と後悔

した部分もありましたが、特に大きな失敗をすることもなく終えることができてよかったです。ヤギエ

ウォ大学の人たちは日本語がとても上手で、自分も英語をもっと頑張ろうと思いました。こんな機会に

二度とないので、本当にいい経験だったと思います。 

 今回の研究旅行は毎日いろんなことが詰まっていて、日本ではないようなハプニングもあったり、言

葉がなかなか通じず困ったりしたことがありましたが、すべて含めて忘れられない記憶となりました。

それと同時に改めて日本の良さに気づく部分もありました。自分の知らないことだらけで衝撃を受ける

12 日間で、もっと様々な分野のことに興味を持って学習に取り組んでいきたいと思いました。 

 

 

M.H.（国際学部 1年） 

 研修初日、この日はほぼ移動だった。成田からワルシャワまでの道のりは長く、寝ても寝てもまだ着

かないことから日本と目的地までの距離の長さや、地球の大きさを実感した。十時間以上のフライト、

乗り継ぎを経てクラクフにあるホテルへ到着し、夕食を食べるために飲食店へ向かった。まだ午後八時

頃だというのに町は人気があまりなく、静かだったことが印象的だ。飲食店で食事をしていると一人の

男性が私たちのもとにやってきて英語で「飲み物が欲しい」「家がない」と私たちの飲み物を指さして話

しかけてきた。おそらく私たちが観光客でお金を持っていると思ったのだろう。その場に店の店員がや

ってきて何とか逃れることはできたがとても怖くて衝撃的な研修初日となった。 

 ２日目、この日は私がこの研修に参加しようと決めるきっかけとなった場所、「アウシュヴィッツ」へ

向かった。収容所の存在は小学生の頃に「アンネの日記」を通して知り、のちに某テレビ局のドキュメ

ンタリー番組を観てさらに詳しく知り、ホロコーストという負の歴史について興味を持つようになった。

そして今回、現地へ訪れ実際に自分の目で見ることにより痛みや苦しみ、悲しみを実感した。当時の人

の痛みや苦しみといった感情はなくなることはなく、まして現代の私たちの想像をはるかに超えるであ

ろうと思うがこういった負の出来事があったのだと後世に伝えていくことは必要不可欠で、何よりこの

出来事が忘れられることが最も怖いと思う。この場所には本やテレビ、ネットでは知ることのできない、

訪れたからこそわかるすごく緊張した独特な空気が流れていて、これには負の歴史を繰り返さないため
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の「責任」を強く感じた。 

 ３日目、ヤギエウォ大学の学生との交流を行った。午前中のシンポジウムではヤギエウォ大学の学生

の学習意欲と英語力に圧倒された。午後のホームステイではシェアハウスをしている子たちのお家にお

邪魔して一緒に「ピエロギ」を作った。すごく日本語が上手で、私の知らない日本の漫画やアニメ、歌

手など日本のことをたくさん知っていて驚いた。それだけ日本のことがすごく好きなのだな、とうれし

くなる半面、自国であるのにも関わらずあまり日本のことを知らない自分がいることが分かり少し恥ず

かしかった。しかし日本の良さや面白さを違った視点から知ることができてとてもよかった。別れ際は

少し寂しかったけれどすごく楽しくて濃い時間を共に過ごすことができ、良い思い出となった。 

 ４日目、午前中はクラクフ市内にあるヴァヴェル城と聖マリア教会を見学、午後からワルシャワを経

由しベルリンへ向かうというスケジュールだった。海外のお城に行くのはヴァヴェル城が私にとって初

めてだったからすごく興奮した。その次に行った聖マリア教会は息をのむほど美しく、教会としては珍

しくカラフルでポップな印象だったので思わず５ズロチを払って撮影をした。特に私が気に入った装飾

は祭壇の装飾で、すごく緻密な彫刻には目を見張るほどだった。また、奥のステンドグラスもとても色

鮮やかで今でも脳裏に焼き付いている。昔の人が手作業で作ったことが信じられないくらい素晴らしい

教会で本当は一日中そこに居たかった。次へ進まなくてはならないということなのでクラクフをあとに、

ワルシャワを経由しベルリンへ向かった。途中飛行機の遅れ、先輩のスーツケースがなくなるといった

ハプニングもあり、旅は何が起こるか分からないということを学んだと共に、緩んでいた気が再び引き

締められた。 

 ５日目、研修の折り返し地点ではまだ体力もあり一日が過ぎるのがあっという間だった。特にこの日

印象に残った場所は「ホロコースト慰霊碑」だ。アウシュヴィッツは客観的に見た恐怖心だったがホロ

コースト慰霊碑は体験してみて感じた主観的な恐怖心に襲われた。あのような人の多く通る場所に設置

したことに対するリスクというのは大きいと思うけれど実際に起こった負の歴史を忘れないためにも市

民の身近なところにあることは大変良いことであると私は思う。 

 ６日目、サンスーシ宮殿は高校の教科書で見た時からずっと行きたくてたまらなかったところだ。訪

れてみて、ロココ様式なだけあり豪華ではあるもののかわいらしく見苦しくなく落ち着きがあると感じ

た。その後向かったグルーネヴァルト駅 17番線では収容所へ送られたユダヤ人の人数を数字で見て胸が

痛くなり、ここが死へのスタートラインなのかと思うと言葉を失った。 

 ７日目、ゲルリッツにて初めて国境というものを目にしたが、正直なところあまり実感がなかった。

しかし、この国境により街が分断され大勢の人の苦悩があったことを知り、日本にいては分からなかっ

た国境の大きさを知った。 

 ８日目、ゲルリッツ市内観光を終え、バスに乗りプラハへ向かう途中、三国の国境で一時下車し、国

境を見学した。７日目に見たナイセ川とは違って小さな川が国境となっていた。さらに国境について考

えさせられた。ゲルリッツの街のように国境のせいで街が分断されたり、国境のせいで戦争が起こった

りするなら国境なんてなくなればいい、とも思ったが複雑に国同士が絡みあって世界においての多様な

役割を果たすことにより社会が成り立つのであって、やはり国境は必要だと思った。そして、国境に関

する問題というのはすごく難しいことなのだということが実際に国境線を見てみることで分かった。 

 ９日目、午前、リディツェ村に向かった。この村の名前はこの研修に参加しなかったら多分、耳にす

ることがなかっただろう。村におかれたモニュメントの子供たちの表情はすごく悲しそうで「どうして
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ぼくたちが犠牲にならなくてはいけないの」と問いかけているようだった。自分は戦争を経験した事が

ないけれど戦争は人のすべてを奪い、誰も得をしないということがよくわかった。この日の午後はプラ

ハ市内を観光したのだが最後にとても忘れられない光景がある。それはプラハの街の素敵な建造物でも

景色でもなく、おそらくホームレスであろう人々だ。私が観光で行っていて少し現実離れしていたから

だろうか、すごく衝撃的だった。一人の男性は翌日も同じところに同じ体勢でいた。この研修ではホロ

コーストにおいてだけでなく、現代においての「生と死」も考えさせられた。 

１０日目、最終日の自由見学ではミュシャ美術館とプラハ市民会館を訪れた。美術館は広くなく、ミ

ュシャのデザイナー時代の作品が多く展示されていた。「The Times of the Day」の四枚目のヴィーナス

が美しすぎて見入ってしまった。一度ホテルへ戻り休養をし、夜に市民会館へ足を運び、弦楽を聴いた。

美しい音色と素敵な内装に囲まれ贅沢な時を過ごした。 

 今回この研修に参加して、日本にいては見ることができなかった世界、感じることができなかった気

持ちを体感することができ、すごくいい経験ができたと思う。ホロコーストに関する様々な都市を訪れ、

それぞれの視点から学習できたことはとても有意義なものとなった。最後に、実際に訪れてみてポーラ

ンドとドイツ、日本と韓国の問題で大きく違うと思ったところは、「身近なところに歴史を物語るものが

あるのか」といった点である。被害を与えたドイツには先述した「ホロコースト慰霊碑」が首都ベルリ

ンに堂々とあるのを目にした。日本の首都にはこのような負の歴史を堂々と物語る場が設けられている

だろうか、戦争を経験していない私たちだからこそ知らなくてはならないことはたくさんあると思う。

過去の過ちを繰り返さないためにも私たちは過去を振り返える必要があり、そういったところを同じよ

うな立場のドイツや、ポーランドという国からもっと学ぶべきなのではないかと思った。 

 

 

M.Y.（国際学部 1年） 

今回この研究旅行に参加し、初めての海外と言うこともあり、色々なことを発見することができた。 

 

ワルシャワ空港に到着してみて 

まず、トイレに入って驚いた。それは、トイレのドアをあけると手洗い場だけの空間だけがあり、ま

たドアがあった事だ。初めは、この空港のトイレだけだと思っていたが、ほとんどの公衆トイレがこの

ような作りになっているのでヨーロッパのトイレはこのような作りであることを理解した。 

 

クラクフについてから、ホテルまでに行くバスに乗っていて 

環状交差点が何個もあった事だ。なぜ私はこのことがとても印象的かと言うと、環状交差点を一度も

見たこともないし、通ったこともなかったからだ。また、写真で見たことがあり、一度は通ってみたい

と思っていた道路を何回も通ることが出来たということもある。 

 

実際にアウシュヴィッツに行ってみて 

ここは、私がこの旅行で一番行ってみたいと思っていたところだった。まず、入ってみて思ったこと

は、本当に強制収容所が存在していたということが身に染みて感じた。写真などで建物などは見たこと
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があり、存在するということは頭ではわかっていた。しかし、実際にその場に行って建物などを目にす

ると、現実にユダヤ人が大量虐殺されたということが身に染みて感じた。まず、中にはいって「冷たい、

静か、重い」という雰囲気を感じた。これは、気温マイナス 10度以下という状況で見学したというのも

関係あるかもしれない。しかし、それだけでない重苦しさをとても感じた。この博物館の展示で一番印

象に残っているのは、髪の毛の塊や髪の毛で作られた生地だ。第二次世界大戦に関する映画を何個か見

て、収容所にいたユダヤ人が、男女関係なく髪を刈られている場面を見た。そのためどのように刈られ

たものなのか想像することが出来た。なので、より無理やり刈られてしまった髪は山の様に残されてい

て、これらの必要性はあったのかと思った。 

 

ヤギエウォ大学の学生とのシンポジウム 

今回初めて、ポーランドの方たちと話し合いをしてみて驚いたことがあった。私は、「話し合い」を今

までしてきた事がある。その中で、生徒と同士そして先生が討論しあうような場にいたこと今までなか

った。しかし、今回のシンポジウムでは、それが普通のように起きた。今までそのような場で私は、相

手に嫌われるとか、反対したら悪いなとか思ってしまう。でもそのようなままでは本当の「話し合い」

にはならないということに気づくことを今回気づかされた。 

 

テロのトポグラフィー資料館 

この資料館で色々な写真や映像をみて、ポーランドでは、第二次世界大戦をポーランド視点で見てい

た。しかし、ここではドイツ視点からみることが出来たと思う。そこで、とても印象に残っていること

がある。それは、ヒトラーが政権についたころの写真についだ。私は、どちらかと言うと第二次世界大

戦でヒトラーが独裁政治を行っている最中の時代や、終戦間際の映画を見てきた。そのためそのような

時代のものはあまり見たことがなかった。なので、そのころの写真を見て、自分が勝手に想像している

よりもヒトラーは嫌われてはいなかったということを感じた。なぜなら、ヒトラーと国民が握手してい

る写真を見て、国民の顔が心から喜んでいるように感じたからだ。そのようなことから、ヒトラーの政

治が始まった頃の映画もあれば見てみたいと思った。 

 

ユダヤ博物館 

私は、この博物館にきて本当によかったと思う。まず、ここの展示の仕方がとても素晴らしいと思っ

た。なぜなら、出来事などの展示だけがされているわけではなく、戦争を経験した事がない私にもその

怖さを感じさせる美術作品などもあったからだ。一番その美術作品の中で印象に残っているものは顔が

たくさん床にあった場所だ。私はそこに入ってガイドさんが踏んでもいいと言っていたし、踏んでいる

人も何人かいた。なので、私は見たとき「ほんとにいいの？」と思ったが踏んでみた。そして、一分ほ

どそこで歩くとはじめよりは罪悪感は無くなって、走ることもできた。そこで私は恐怖を感じた。なぜ

なら、私は、この展示物の体験は、戦争などの再現ドラマや映画でドンドン人を殺していく人たちの気

持ちであると思ったからだ。なので、もし今戦争が始まって、私のような普通の人間でも殺されるかも

しれないし殺してしまうかもしれないとも思ったからだ。そこで私は一番大切なものは、思いやりのあ

る心だということを気付かされたと思う。思いやりの心を忘れなければ、人を物と感じるような思いは

生まれにくくなると思うからだ。 
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今回の旅行全体のまとめの感想 

私は大げさかもしれないが、今の人生の中で、一番内容の濃い 12 日間を送れたと感じるくらいたくさ

んのことを学ぶことが出来た。そして、もっと英語力をつけるべきだなと心から感じた。なぜなら、ポ

ーランド、ドイツ、チェコの人々は、母国語でないのに英語が日常会話程度に普通に使えていて、まだ

まだ自分は勉強不足だなと思ったからだ。英語と日本語は接点があまりない言葉だとあきらめず、これ

からは取り組んでみたいと思う。そして、ある程度力がついたら一人旅行をしてみたいなと思う。本当

に良い体験ができました。 

 

 

M.K.（家政学部 1年） 

３カ国を１２日間でまわる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２／２７〜３／１０までの１２日間で、ポーランド・ドイツ・チェコの３カ国を旅した。通貨はズロ

チ、ユーロ、コルナを使い分ける体験ができた。私がこの研究旅行に参加した理由は、吹奏楽をやって

いたこともあり自分が吹いている楽器の、“ファゴット”の生まれ故郷のドイツに行きたかったからだ。 

 

ポーランド 

アウシュヴィッツ第一収容所 
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多くのユダヤ人が虐殺された強制収容所を訪れた。外観は煉瓦造りの家が並んでいるが、その土地の

周囲は二重の有刺鉄線で囲まれていた。「働けば自由になる」と言う文言が掲げられているがそれは表向

きで、目的は「過酷な労働による絶滅」である。 

 

 

 

強制収

容所は２、

３カ所で

はなく写

真のよう

に何十カ

所にも存

在していた。列車から降りる人々は、「新しい生活が待っている」と吹き込まれ、期待を胸に貨物列車で

運ばれてきた。まず、収容する前に仕分けが行われる。表向きでは人々を不安にさせないように「男女

は別々の部屋で生活する」と言ったが、本当は「男性は労働、労働力にならない女性・子供・老人は絶

滅を目的とした部屋」に送るためだった。労働者、即刻処分を免れた者はその後、男女問わず髪を刈ら

れ、消毒、三方向からの写真撮影、管理番号の刺青がされた。 
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「新しい生活が待っているから上等な靴を履いていこう」と思った人もいたのだろう。自分の勝手な

想像で、戦争の時代は綺麗な服を着ていなかったと思っていたが、ショーケースの中には劣化してはい

たが、今とほとんど変わらない綺麗な靴・革のカバン・かわいい子供の服が展示されていた。カバンに

名前や住所が記載されているのも人々を不安にさせない対策であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

絶滅を目的とした部屋は、有名なガス室の他に、餓死の部屋、窒息の部屋もあった。写真はガス室の

もので、上から毒ガスが入れられた。当時の毒ガスの缶が大量に展示されていた。 

 

ビルケナウ第二収容所 

 

 

ここは建物が密集しておらず過酷な寒さを体験した。収容所の入り口の大きな門は「死の門」と呼ば

れている。その名にふさわしく、ここでの生活はとても生きていけるようなものではなかった。食事と

いっても、腐った野菜のスープ・コーヒーではないがコーヒーと呼ばれた濁った水・わずかなパンなど、

1日の労働量・一般成人の必要カロリーには到底足りていなかった。トイレの使用は 1日 2回の午前と午
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後に限られ、写真のように仕切り板も無く排水のままならない不衛生なものであった。プライベート空

間など当然無かった。この環境下では伝染病が蔓延して当たり前だった。 

 

収容所の歴史を目の当たりにして 

人生で一度あるかわからないような貴重な体験ができた。観光地にはなっていたが、漂う雰囲気から

は重々しいものを感じた。特に絶滅の部屋や遺留品の展示室。場所が場所なだけに写真を撮るのをため

らった時が何度もあった。ドイツにとって負の歴史であっても、繰り返さないために展示をすることで、

新しい世代がその目で見て人種差別、大量虐殺、戦争の恐ろしさを学ぶことができるのは良いことだと

思った。 

虐殺するのが目的なら記録する必要はないと思ったが、世界遺産に登録されて、当時の生活がわかる

のは生還者の証言はもちろん、被害者側だけではなく、加害者側においても、自分たちのやっているこ

とは正しいことではなかった、という認識があるからなのだろう。 

 

ドイツ 

ホロコースト慰霊碑 

 

 

この石柱は殺されたユダヤ人の慰霊碑で、大都市ベルリンの中心に置かれている。よく見るとどれ一

つとして同じものは無く、ユダヤ人各々に別の人生があったのと同じ様に、高さ・幅はすべて異なる。

中心に進むにつれて視界が狭まっていくのは、当時のユダヤ人が、これから自分達はどうなるのだろう

という不安を、観光する側が追体験する仕掛けのようだ。実際に私も入ってみて自分がどこにいるのか

わからなくて不安感を体験することができた。 
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この写真はベルリンで撮影したもので、グルーネヴァルト駅１７番線のもの。ホームの線路側の淵に

は年月日・人数・収容所名が残されている。この写真では３０人だが、何百人単位が多く、１０００人

のところもあった。 

 

ドイツのソーセージ 

 

ドイツ料理の一つ、Currywurst（カリーヴルスト）を購入。日本で食べていたソーセージとは全く違

い、皮が分厚いのにカリカリに焼いてあり、中の肉も柔らかくて何個でも食べられる美味しさだった。 

 

ニベアハウス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ニベアは私自身スキンケアでよく使っているのでお店に行けてよかった。ニベアがドイツ生まれだと

は初めて知った。ここの店舗限定の商品もあり、ニベア好きの方は興奮すること間違いなし。店員さん



28 

 

も親切だった。ちなみに、Berlin は実は「くま」に由来し、お土産屋さんに行くと、ほぼどこでも熊の

お土産があり、左の写真のような熊のオブジェも街中で目にする。 

 

古楽器博物館 

 

閉館３０分前にギリギリで見学した、ベルリン古楽器博物館。入場料は６€で手荷物ロッカーに１€か

かる。チェンバロ、パイプオルガン、バイオリンなど他にも名前を聞いたことのある多くの楽器の昔か

らの変遷を見ることができる。展示は全て回らず私はファゴットだけを見に行った。今まで本でしか見

たことのなかった昔の姿を、ガラス越しに見ることができてとても感動した。ガイド音声を借りれば楽

器の音を聞くこともできるので、もう一度訪れて音も聞いてみたい。 

 

サンスーシ宮殿 

 

フリードリヒ２世の宮殿として有名なサンスーシ宮殿。サンスーシとは日本語で「憂いなし」という

意味。つまり、心配事・悩み事がないということ。プロイセンの復興に尽力し疲れ果てた王の心を慰め

たのが、この宮殿であった。装飾は王の趣味であった音楽・天文学など。石像・絵画中の神話の神々も

皆、休息を取っていた。最後に見た部屋が一番好きで、黄色を基調として花々や、この国から見た日本

人も想像で描かれていた。ロココ様式の中でもかなり珍しいデザインらしい。 
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ドイツ・ポーランド・チェコ三国国境 

 

三国の国境が交わるのは島国の日本では体験できないこと。ポーランド・チェコ間を小さな橋で何度

も往復できた。 

 

チェコ 

旧市庁舎 

 

 

自分個人で旅行していたら、絶対に訪れない旧市庁舎。まさかこんなに綺麗な景色をみられると思っ

ていなかった。見下ろすと大道芸か何かやっている人がいた。日本だとこんな風に人が交流する広いス

ペースが少ないのではないだろうか。 

 

フルトカスタイル 

 

気になっていたアンティークショップ。雰囲気全てが好みだった。 
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スメタナホール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『のだめカンタービレ』でも有名なスメタナホール。プラハを訪れたら一度は行きたかった場所だ。

内装が想像以上に綺麗でこの中で最高の音楽を聴けると思うと、研究旅行の締めにはぴったりだった。 

 

最後に 

三カ国全てにもう 1日自由見学の日が欲しいと思うくらい、魅力的な街ばかりだった。特にプラハは、

まだまだ見に行っていない場所がたくさんある。オーケストラも聞きたい。三つの通貨を使用したので

配分が難しく、もっとお土産を買っておけばよかったという後悔もある。２０歳を迎える前の最後の長

期休暇でアウシュヴィッツや宮殿、教会など本物の芸術を生で体験できたのは、本当に幸運だと思った。

また、自分から尋ねれば助けてくれる外国の方が多かったので、もっと英語を話せるように・使えるよ

うになろうと思った。逆の立場でも、困っている外国人がいたら自分から手助けをできるようになりた

い。 

 

 

Ｅ.Ｏ.（国際学部 2年） 

今回、ヨーロッパの研究旅行に参加してみてたくさんの貴重な体験をすることが出来た。ポーランド、

ドイツ、チェコの順番で三ヵ国に訪れました。国境が近いにもかかわらず、どれも国ごとに雰囲気が異

なり、面白かった。 

ポーランドでは、二日目の気温が－１３度と大変寒く、肌が出ている顔や耳が赤くなり、痛くなるとい

う初めての体験をした。この日はオシフィエンチムに行き、アウシュヴィッツ（第一収容所）とビルケ

ナウ（第二収容所）、クラクフでは（シンドラーの工場跡地に立つ）歴史博物館、ユダヤ人街を見学した。

印象に残っているのは、やはり収容所である。 

ドイツが第二次世界大戦中にホロコースト（絶滅政策）や強制労働で多くの犠牲を出した収容所を実

際に見て、ここで多くのユダヤ人が大量に殺されたことを想像したら胸が痛む。アジアだと北朝鮮が思

い浮かぶ。ここで収容所された９割がユダヤ人で、主に人種、宗教、思想、性別、健康状態などのよっ

て作成されたプロフィールをもとにして、労働者、価値なしなどと色々な役割に分けられている。管理

番号が一人一人に与えられ、自分という存在が消される怖さは恐ろしいと思った。ナチス政権下ではこ

んなおぞましい出来事がドイツ人の手によって行われていたことを知った。戦争は本当に良くないなと
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改めて思うと同時に、平和がいかに素晴らしいことか実感した。 

ポーランドのヤギエウォ大学の学生さんとの交流はとてもいい体験である。みんな日本語が上手で、

日本に興味があることが伝わった。お互いに発表をし終えた後は、ホームステイをした。私はカミラと

ポリナのお宅に訪問した。二人は大学の友達とルームシェアをして暮らしている。ポーランドの伝統料

理をふるまってくれて、歓迎してくれた。彼女たちはよくお家に友達を呼び、お酒を飲んだり話したり

するのである。そこで、私は日本ではそのようなことを‘宅飲み’と言うことを教えてあげた。限られ

た時間だったが、有意義な時間を過ごせた。 

ドイツでは、ベルリン大聖堂、ブランデンブルク門、ホロコースト慰霊碑、テロのトポグラフィー資

料館、壁博物館、ユダヤ博物館、イーストサイド・ギャラリー、ツェツィリエンホーフ宮殿、サンスー

シ宮殿、グルーネヴァルト駅１７番線に訪れた。印象深かったのはホロコースト慰霊碑である。虐殺さ

れたユダヤ人のための記念碑である。何も書かれていないコンクリートブロックが大小と並んでいて、

墓石の中に踏み入れてみると、予想以上の高さに驚いた。なぜ墓石に何もかかれていないのかと疑問に

思ったが、収容所などで名前を失った人々を表現しているのではないかと考えられた。迷路のようで、

中央に進んでいくほど、不安な気持ちにさせる不思議なものであった。 

イーストサイド・ギャラリーでは現存するベルリンの壁にたくさんのアート作品が描かれていた。特

に有名なのが二人の男性が熱いキスをする作品である。この作品は、兄弟キスと言われている。ホーネ

ッカーとブレジネフの東ドイツ代表とソビエト連邦代表によるキスである。この行為は親愛を表すため

のものと言われている。 

プラハでは、ストラホフ修道院、プラハ城、市民会館、旧新シナゴーグ、ハヴャル市場、旧市庁舎に

訪れた。ここで印象に残ったのは旧市庁舎である。旧市街市庁舎と広場で最も目を引くのが１４世紀の

巨大なゴシック様式の塔である。この塔は、天文時計を持っている。最上部には町の絶景が一望するこ

とが出来、ティーン教会や聖ミクラーシュ教会やプラハ城が見えた。 

プラハでの自由時間の夜に市民会館のスメタナホールで管弦楽の演奏を聴きに行った。映画「のだめ

カンタービレ」にも登場した場所である。小規模の演奏と想像していたのとは若干違ったが、生でクラ

シック音楽を聴く体験ができてよかった。帰りはホテルまで地下鉄に乗って帰ったのだが、日本と違っ

てエスカレーターの速度が速いのと電車の扉が閉まるのが早いなと思った。 

ヨーロッパにきて、日本の良さに気づいたり、逆の良さにも気づかされる。二週間はあっという間だ

ったが貴重な体験をすることが出来たので参加してよかったと思う。日本だけでなく、海外を知ること

の楽しさを学んだ。もっと知識を深め、勉学に励んでいきたいと思う。 

 

 

Y.O.（国際学部 2年） 

今回の研究旅行ではたくさんのことを学ぶことができた。自分は海外に行くのが初めてだったので、

全てのことが初めてだった。長時間の飛行機移動や 1 つ 1 つの入国審査、色々なことが新鮮だった。ま

た、事前研修で調査したことや学習したこと、自分が勉強していた世界遺産や有名な建築物などを直接

目で見ることができてとても良い経験ができたと思う。 

 全体を通して、個人的に一番印象的だったのはアウシュヴィッツだった。自分はちょうど今回の事前
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研修ではアウシュヴィッツのことを調査していたので、他のものよりも少し多く、“自分の頭にもともと

入っている内容と現地で直接見たものを比較する“いうことができたと思う。また、小学生の時によく

『アンネ・フランクの日記』の本などを何回も読んで、子どもながらにナチ・ドイツの歴史について興

味を持っていたので足を運べて良かった。簡単には足を運べない自分が学んだ場所に直接立っているこ

とをすごいなと、ふとした時に実感していた。実際にあった事柄を知るということに付け加えて、その

背景にはどんなことがあったのかを資料を見ながらガイドさんの話を聞くことによって少し理解できた

気がする。例えば、ユダヤ人が身につけていた靴が展示されていた。中には可愛らしいものがあった。「母

親が子どもの新しい生活に向けて用意してあげたものだ」というガイドさんの話を聞いてとても胸が痛

かった。他にも切符をわざわざ買わせた話などを聞いて、嘘をつき夢を見させてから地獄に突き落とす

といった残酷さやナチスの念入りな計画などを知った。他にも、やせ細った子どもたちの大きいパネル

を見て、今までもそういった写真は見てきたはずだが改めて目に焼き付いた気がした。途中、部屋の壁

には収容者の写真（顔写真、名前、職業、入所日から処刑されるまでの日付）がたくさん飾られていて、

私たちと見た目もなにも変わらないこの多くの人々がああいった惨い仕打ちをされてきたのかと思うと

心から悲しかった。アウシュヴィッツには私たち以外にも見学の人や現地の人がたくさんいた。そのよ

うな中、泣きながら抱き合っている人たちが時折見えた。あってはならない母国の歴史を感じて涙を流

していたのか、直接先祖や自分の家族がこの出来事に関与していたのかはわからないが、この事柄が決

して忘れられない、この先も忘れてはならない歴史だということをその光景を目にして痛感した。また、

その時感じた感情はきっと歴史を勉強しているだけでは感じることができない、現地に行ったからこそ

感じたものだと思った。 

 ヤギエウォ大学の生徒との交流はとても楽しかった。よく海外の授業は生徒がとても積極的なので意

見がたくさん飛び交うと聞いたことがあったが、発表交流の時間にはそのようなことを感じる場面が数

回あった。そのあとのグループごとに分かれて過ごした時間はとても充実していた。皆でピエロギを調

理する時はお互いの国の音楽を流しながら調理をしたり、バス移動の時はお互いの携帯に入っている写

真を見せ合ったりしてたくさんコミュニケーションをとることができたので楽しかった。また、私たち

のグループでは、話す時は基本日本語が使えなくてずっと英語だったので、少しの時間ではあったが自

分から進んで英語で会話をしに行くいい機会にもなって嬉しかった。 

今回さまざまな教会を見たが外装、内装ともに今まで見たことのないものが全てでとても感動した。

すごく美しかった。個人的にはベルリン大聖堂がやはりインパクトもあって印象的だった。また、聖ヴ

ィート大聖堂（プラハ城）のステンドグラスがとてもきれいで好きだった。写真では上手く残せなかっ

たのが残念・・・ 

橋のところでポーランドとドイツを行き来したり、トライアングル（ドイツとチェコとポーランドの

国境）を目にして歩いたりできたのは本当に貴重だった。国と国を跨ぐなんて日本ではできないことだ

し、一歩踏み入れただけでそこはもう違う国ということも面白く思うのと、歴史や現状を思うと非常に

色々なことを感じられる場所だったと思う。 

ショッピングモールには数回足を運んだが全体的にとても規模がでかくて３時間あっても回り切れな

い・・・！！自由行動の時間にはそういったショッピングモールに行った他、プラハではバレエの公演

を観に行き、またミュシャの美術館やビール工場などにも足を運んだ。ビール工場ではたくさんの種類

のビールやビールの歴史にまつわるものが展示されていたのに付け加えて試飲ができた。ジョッキ 4 本
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が一人前の試飲で、量がとてもすごかった。周りの人たちは全員飲みきっていた。現地の人たちはやは

り飲む量が違う・・・！！ 

 最初にも述べたように自分は初海外だったので全てのことが初体験で新鮮だった。また、どの場所で

も新発見や感じたこと思ったことは絶えなかった。その中、思ったことは先生も事前研修などでおっし

ゃっていたが、行ったことのない場所に足を運んだ時に全く知らない、知識もない状態で行くのとある

程度その地や歴史について知った状態で行くのとでは感じ方も感動も違ってくるということだ。例えば

事前研修で学んだ場所や、個人的に勉強していた世界遺産に（サンスーシ宮殿や）行けた時の感動が限

りなく大きかったのに比べて、勉強不足だった場所に訪れた時は、感動はあるものの、その場で知識を

詰めるのに必死で、感じること思うことも少なくなってしまっていたと思う。 

 また、個人的な話になるが、プラハで自分の誕生日を迎えることができて本当に幸せだった。サプラ

イズといった形で皆にお祝いして頂いて一生忘れられない日を過ごすことができた。ありがとうござい

ました。 

 今回の研修は研究旅行として学べたことも多くあるし、旅行としてとても充実していて楽しかった。

今回参加したことによって、達成感や満足感に加えてもっと勉強しなくてはいけない、またしたいとい

う意欲も湧いたのでぜひこれを機に新学期から頑張っていきたい。 

 

 

A.Ｋ.（国際学部 2年） 

今回の中東欧研究旅行に参加したきかっけは、「ヨーロッパに行ってみたい」、「アウシュヴィッツ強制

収容所を実際に見てみたい」など簡単なものであった。しかしこの研究旅行を終 

えて、想像以上にたくさんの事を学び、経験し様々な問題、歴史について考えるきっかけを得ること

が出来た。以下、この旅行で体験したこと、考えたことをピックアップしてまとめていきたいと思う。 

初日は、初めての長時間フライトで疲れもあったが、移動中のバスから見える街並みに釘付けだった。

日本とは全く違う、まさにヨーロッパというような建物の並びが新鮮であっ た。外は日本とは桁違いな

寒さで驚いた。ホテルに着いた後はスーパーに行った。そこでも、 素っ気ないレジの店員さんの態度や、

レジ袋を貰えないなどのカルチャーショックを受けた。これはポーランドに限らずヨーロッパでは普通

のことのようだ。 

二日目のスケジュールは、目当てでもあったアウシュヴィッツ強制収容所の見学、クラクフ 歴史博物

館、ユダヤ人街への見学であった。まずはじめはアウシュヴィッツ強制収容所の第一 収容所へ向かった。

中に入る前には、厳重な手荷物検査、身体検査が行われた。また大きな 鞄は持ち込めないとのこと。こ

の場所に入るということの重みを感じた瞬間であった。施設 の中に入ると、誰しもが一度は目にしたこ

とがあるだろう「ARBEIT MACHT FREI(働けば自由になる)」と書かれた門が待ち受けていた。想像してい

たよりも小さく、こじんまり していたというのが正直な感想である。大量のユダヤ人が虐殺されたとい

うあまりにも残 酷な施設の顔でもあるその門が、こんなにもこじんまりしていたことに、またそのギャ

ップ に、私は恐怖感を抱いた。中へ進むと煉瓦で出来た短調的な建物が並んでいた。その周りに は二

重の有刺鉄線が張り巡らされていた。冬であったこともあり昼間から凍てつく寒さ、また植物は一切な

く、地面には薄く雪が積もっているだけであった。あぁここにユダヤ人の方 たちが、と想像すると悲嘆、
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恐怖、不安、興味、何とも言えない感情が込み上げてきた。ガ イドさんの引率で建物の中に入ると、た

くさんの写真、資料、ユダヤ人の髪、持ち物などが 展示されていた。どれもユダヤ人がここにいてここ

で殺されたという事実を痛感させられるものであった。中には、目をそむけたくなるような残酷なもの

もあったが、私は限られた 時間内でなるべく全ての資料に目を通すことに努めた。窒息の部屋、餓死の

部屋、といわれている部屋を見学した際、私はドアに注目した。木造のドアの内側をよく見ると、何か

傷が 多数ついており、触るとそれは爪で引っかいたもののように感じた。私が想像するに、これはもだ

え苦しんだユダヤ人たちがドアを開けてくれと必死に縋りついていた跡ではないかと考えた。一瞬しか

そこを見ることが出来なかったが、その一瞬でも残酷な様子を目の当たり にすることが出来た。目で見

て、写真を撮り、話を聞きながらの見学は到底時間が足りるわけもなく、全てをこなす事はとても難し

かった。しかし、短時間でも学べることは多かったし、とてもいい経験になった。そしていつか必ず自

分の足でもう一度アウシュヴィッツ強制収容所に訪れたいと思った。 

三日目は、ヤギエウォ大学の学生たちとの交流があった。発表会ではそれぞれで準備をし、ヤギエウ

ォ大学の学生たちは日本語と英語で、私たちは日本語での発表となった。内容は、日韓問題と独波問題

についてであった。ヤギエウォ大学の学生たちの日本語は短期間で準備したとは思えないほど上手で驚

いた。発表会が終わると、それぞれグループに分かれての行動となり、私たちは、ルームシェアをして

いるというカミラとポリナと行動した。二人とも日本にとても関心があるようで、日本語のレベルはも

ちろんのこと、日本にも何度か来たことがあるようで、私たちが知らないようなマイナーな文化まで知

っていて、驚かされるばかりであった。自宅に着くなり、お茶とお菓子を用意してくれた。特にお湯で

粉を溶かして 作る、温かい飲むゼリーは美味しかったが、私たちには衝撃的であった。料理は鶏肉と野

菜のパスタ入りのスープとエッグプレートを作ってくれた。どちらもとても美味しかった。そのあとは、

スーパーに連れていってくれて色々なもの紹介してくれて、とても楽しい時間を過ごすことが出来た。

別れの際はとても悲しかった。カミラとポリナ、ルームメイトのアンナはとても親切で面白くて、ぜひ

また会いたいと思った。 

翌日も、クラクフの建物などを見学した後、私たちはドイツのベルリンへと出発した。ベルリンでは、

ベルリン大聖堂、ブランデンブルク門、ホロコースト慰霊碑、テロのトポグラフィー資料館、チェック

ポイントチャーリーと壁博物館、ユダヤ人博物館、イーストサイド・ギャラリーの見学をした。ベルリ

ン大聖堂は、外観は落ち着いていたが中に入ると、全くの 別世界が広がっていた。携帯のシャッター音

すら躊躇ってしまうほど、息をのむ美しさであった。天井は高く、全体的に奥行きを感じるデザイン。

細部まで施されている、繊細で豪華な装飾。パイプオルガンでの演奏が始まるとその威風に満ち溢れた

空気に押しつぶされそうであった。ベルリン大聖堂はとにかく素晴らしいものであった。ユダヤ人博物

館は、アウシュヴィッツとは打って変わって、アート的でモダンなものであった。体験型といったらい

い だろうか、床に傾斜がかかっていたり、外に出てホロコースト慰霊碑のような高さの違う建 物の間

を歩いてみたり、高さのある閉鎖的な空間に入りその不安感を体験したり、多数の顔 のオブジェの上を

歩いてみたり、身をもって学べること、感じることが多かった。芸術と歴 史を結び合わせることで、歴

史問題への理解、学びへの新たな可能性を感じることが出来た。 

その後は、ポツダム、ドレスデン、ゲルリッツと移動し、ポーランドとのちょうど国境の 川を挟んだ

ところのホテルに泊まり、翌日ドイツを後にした。チェコのプラハへ到着し、市内見学、ストラホフ修

道院、プラハ城、聖ヴィート大聖堂など様々な場所を巡った。その夜は皆でディナーをし、友達の誕生
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日サプライズもした。プラハの街はとにかく綺麗で、市庁舎からの眺めは格別であった。自由行動の日

は、友達たちとミュシャ美術館、ビール博物館、ショッピングモールなど回った。夜は、スメタナホー

ルで音楽を鑑賞した。小規模なアンサンブルであったが、素晴らしい演奏であった。とても良い思い出

になった。 

この研究旅行は、西山先生、助手さん、JTB の方、保護者、共立の皆さんの協力があったからこそ成

り立ったものであって、関係する全ての方に感謝したい。この素晴らしい全ての 経験を、今後の学び、

生活に役立て更に良いものにしていきたい。 

 

 

N.K.（国際学部 2年） 

ヤギエウォ大学との交流や第二次世界大戦時の資料館・跡地見学、また趣味である世界遺産巡りを今

回の旅ではいくつか周れることから中東欧研究旅行参加を決めました。 

 

2 月 3日に行われた事前研修では、私はアウシュヴィッツ＝ビルケナウ収容所について担当し調べ発表

しました。過酷労働、一日 2 食の下す食事、残酷な双子実験、調べ挙げた非現実的な世界を想像しなが

ら現地に向かいました。初めにアウシュヴィッツ第一収容所に行きました。まず、セキュリティ・チェ

ックがあります。危険物を持っていないことを確認され、中へ入れます。入り口には、「ARBEIT MACHT FREI」

これは「働けば自由になる」という意味です。初期は、政治犯が移送されてきましたが、やがてナチス

の指令のもと、ユダヤ人・ロマ（ジプシー）・精神障がい者・同性愛者が強制連行されてきました。収容

所に到着した収容者は、労働力に応じて分別されます。労働力にならない子ども・子どもに付き添う母

親・高齢者・障がい者は「シャワーを浴びる」と伝えられ、ガス室に送られます。ガス室は、天井に穴

が開いており、ガスの入った缶が投げ入れられると 15分程で窒息死しました。使用したガスはチクロン

B という毒薬。ここへ連れて来られた人は、“新しい仕事、学校が見つかった”と伝えられたため、両親

は子どもにとびきりいい靴を履かせ、大人は全財産を持ってやって来ました。持ち物には後でわかるよ

うに住所と名前を書かせました。これは全てヒトラーの政策だそうです。没収した眼鏡、鞄、靴、義足

は全て資料館に展示されています。多大な量でした。可愛らしい子どもの靴を見て、希望を持ってこの

場所に来たのだろうと思うと辛かったです。写真撮影禁止エリアには、収容者から刈り取った髪の毛が

積まれていました。髪の毛は布として加工し、市場に出すと利益になるそうです。刈るのは、利益のた

めだけではなく、伝染病対策という意味もあります。男性も女性も刈られ、縞模様の薄っぺらな服を着

せられ 11時間働かされます。腕には登録番号を彫られ名前で呼ばれることはありません。収容されてか

ら名前はなくなります。一日の摂取カロリーは 1300～1700 カロリーと定められていたそうです。食事内

容としては、朝食に黒い液体、昼食に腐った野菜で作られたスープで、サンプルが置いてありましたが、

全体が私の一食の食事量という感じでした。見た目もすごく不味そうです。労働力としてみなされない

子どもはガス室に送られますが、例外として双子は医学実験の材料にされました。移送後すぐにガス室

で死ぬのと、11 時間の過重労働あるいは人体実験で生きるのと、どちらがましかと言われても選べない

です。 
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 ビルケナウ第二収容所      「ARBEIT MACHT FREI」     使用されたガス缶 

    食事のサンプル        やせ細った身体          数え切れない靴 

事前学習の際、信じがたい記事や画像を見て、実際に見に行くのが怖かったです。現地に着き、ゾク

ゾク、ドキドキしました。しかしこれは現実にあった世界で受け止めないといけないのだと感じました。

この日は氷点下 15度以下と極寒の中 3時間見学をしました。カイロを 6箇所に張り防寒対策をしっかり

しましたが、それでも寒く、手や足の指先の感覚はなくなりました。また、いつもよりもトイレが近か

ったです。しかし、収容者は私よりもはるかに薄着であり、トイレも自由に行けるわけではなく行けて

も数秒だそうです。見学には、見る限り色々な国の人が来ていました。資料館は満員でした。資料を見

て泣いている人もいれば、床に座って電話をしている人とそれぞれでした。大戦時代に生きていた世代

の人の数も少なくなっています。私自身も戦争を体験していなく、学校で勉強したり本を読んだり、資

料を見てしか知りません。大事なのは過去ではなく現在、未来だと私は思っています。過去を変えるこ

とはできません。しかし、過去を忘れてはいけないと思います。このような過ちが二度と起こらないた

めにも、跡地・資料・映像は残しておきこれからの世代の人の心の中に記憶してほしいです。目を背け

たくなる資料はたくさんありましたが、見て現実にあった世界を知れてよかったと思いました。 

 よく、「この国の人は優しい」「この国の人は冷たい」という人やサイトがありますが、私は一概に言

えないのではないかと思いました。今回 3 カ国周りましたが、親切に道を教えてくれる人もいれば、い

かにも馬鹿にしてくる店員、無視する人もいます。一人の行動で国の印象が変わってしまうのは嫌なこ

とだと思いました。私がもし外国人に尋ねられたら、気持ちのいい対応をしてあげられる人になりたい

です。 

今回の旅行では、以上で取り上げた負の遺産と呼ばれる『アウシュヴィッツ・ビルケナウ―ナチス・

ドイツの強制絶滅収容所』、旧市街にはヴァヴェル城や、レンガ造りの聖マリア教会があり、以前はポー

ランド王国の首都として栄えていた『クラクフの歴史地区』、フリードリヒ 2世によって建造された室内

装飾が華麗なロココ様式のサンスーシ宮殿やポツダム会議で有名なツェツィリエンホーフ宮殿がある

『ポツダムとベルリンの宮殿と庭園』、中世の街並みが可愛いらしい『プラハの歴史地区』の世界遺産に

行くことができました。本に載っている場所に今自分はいるのだと思うと、とても嬉しかったです。 

この素晴らしい研究旅行は、西山先生、助手の小倉さん、JTB の奈良さん、現地のガイドさん、一緒に

参加した学生の皆さんのおかげです。参加して本当に良かったです。ありがとうございました。 

 

https://ameblo.jp/tabi-ga-suki/image-11520347360-12525948617.html
https://ameblo.jp/tabi-ga-suki/image-11520347360-12525948023.html
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A.S.（国際学部 2年） 

今回私は、第二次世界大戦におけるホロコーストに興味があり、学校で話を聞くだけではなく、実際

に自分の目で見てみることで、何か授業以上に学ぶことができるのではないかと思ったので、研究旅行

に参加することに決めた。 

アウシュヴィッツとビルケナウの見学に行った日はマイナス15度といつになく特に寒い日だったよう

で、ビルケナウの入り口からガス室のあった場所までの往復 2 キロメートルを歩いた時には全身が凍っ

たように動きづらかった。その収容所に入れられていたユダヤ人たちの気持ちを少しでも理解するには、

むしろそんな日にいけたことはいい経験になったのではないかと思う。そこにあったたくさんの資料や

写真から、大量虐殺の惨さや人々の苦しみをひしひしと感じられてとても心が痛くなった。ベルリンで

行ったユダヤ博物館では、そんな人々の心情を、芸術作品などを通して疑似体験することができた。人

の顔のような形の鉄がたくさん敷き詰められた空間では、歩くたびに鉄がガシャガシャと鳴る広く明る

い場所から、奥に進むにつれて暗く狭い場所になっていき、歩いていくたびに顔が減っていって音も減

り、最後には顔がなくなっていたことから、強制収容所に連れてこられたユダヤ人たちがどんどんいな

くなっていき、絶滅に追い込まれていく様子を感じ取った。そういう風に理解すると途端に恐怖心が出

てきて、その場からすぐに離れたいと思った。 

シンドラーの工場では、映画『シンドラーのリスト』に描かれていたことは本当に忠実で、現実にあ

ったことなのだと理解するにはあまりにも残酷すぎると改めて思った。最初の目的はお金儲けのためで、

雇うのにお金のあまりかからないユダヤ人を工場で働かせることで利益を得ようと考えていただけであ

ったシンドラーが、時とともにユダヤ人たちを助けるために動き始め、多くのユダヤ人を「労働者」と

いう形で助け出した。工場で見た、ナチを象徴するマークの描かれた床やナチの制服、工場で作られた

鍋がたくさん置かれた部屋が印象的であった。また、首を吊らされた人々の写真も多く展示されており、

恐怖心を煽った。ゲットーを囲う壁が、お墓と同じ作りであったということからも、ユダヤ人を絶滅さ

せることを目的としたナチの残酷な考えが読み取れた。チェコでリディツェに行った際にも、知らなか

ったナチの残虐な行為を知ることができた。ハイドリヒが暗殺された事件がリディツェ村の人々の仕業

と決めつけられ、15歳以上の男性は 5人ずつ、10人ずつと村の真ん中で銃殺され、14 歳以下の子供たち

の多くは車で一酸化炭素によって殺害され、女性たちは強制収容所に送られチフスや過労などで死亡し

たという。更に村はほぼ跡形もなく破壊され、現在、村があった場所には家があった少しの足場と、教

会のほんの一部、学校のほんの一部が残されているだけで、何も知らずに行けばもともと村があったな

んて思いもしないところとなっていた。ドイツのナチ政府による勝手な決めつけで１つの村がここまで

粉砕されるというのは、本当に恐ろしいと思った。旧リディツェ村に置かれている銅像は、どの子も悲

しい顔で故郷のあった場所を見つめており、悲しい気持ちが込み上げた。 

このように多くの第二次世界大戦のドイツによる残酷な現実を勉強する反面、たくさんの美しい、古

い建物も見学することができ、とても楽しむことができた。特に、ヴァヴェル城とプラハ城が印象に残

っている。クラクフでヤギエウォ大学の学生の方と交流した際に、ヴァヴェル城のドラゴンの伝説につ

いて教えてもらった。村の人々を食べてしまうドラゴンにある男が毒を食べさせた羊をドラゴンに食べ

させ、それを食べたドラゴンはのどが渇いて川の水を大量に飲み、破裂してしまったという伝説である。

工事を行っていたため、全貌を見られてわけではないが、日本でもよく知られているお城であるし、歴
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史の授業でも聞いたことのあるところだったので、実際に入り、いろいろな武器や骨とう品をみること

ができて面白かった。プラハ城は、ステンドグラスがとても綺麗で、一つの教会にたくさんのステンド

グラスが飾られていてずっと見ていても飽きないほどであった。プラハ城から見るプラハの街はとても

綺麗で、感動した。当たり前だけれども、日本とは全く違う街並みにずっと興奮しっぱなしで、どの建

物も素敵な雰囲気があってすごく綺麗だった。 

 この研究旅行が初めての海外で、飛行機や買い物なども含めて不安な面も多くあったけれど、最初

から最後までよく学び、よく笑い、話したことのなかった先輩、後輩、同学年、助手さんや先生とも交

流が深められてとても楽しむことができた。この経験はきっと今後の私の考え方にいい影響を与えてく

れるのではないかと思う。 

 

 

S.Z.（国際学部 2年） 

 今回この中東欧研究旅行に参加して、今まで中学高校大学と学んできた歴史が起きた場所、地域を実

際に自分の目でみることができました。歴史の教科書や授業でみてきたたくさんの映像にでてくる場所

を自分の目で見て、手で触れ、体験することができとても良い機会になりました。 

今回の研究旅行のメインといえるだろうアウシュヴィッツ収容所では行った日の気温が−15℃ととても

寒く、映画『シンドラーのリスト』にでてきた場面と似たような状況でした。私たちはコートにマフラ

ーと厚着をしていったのにも関わらず、とても寒いと感じたほどだったので、実際にアウシュヴィッツ

に連れてこられた人たちは薄着で髪の毛も短く切られていたため、私たちと比べ物にならないほど寒さ

に震え、凍え死んでしまう人もいたのではないかと思いました。実際に収容されてしまった人は殺され

ると知らずに連れてこられ、それを信じさせるために様々な書類に名前の書いた控えのようなものを渡

したり、回収したカバンに名前を書かせたりと悲惨なことをしていたという事を知り、実際のその時の

書類が展示されておりこれを見て、連れてこられた人はこれらを信じて来たのにそんな望みも通用せず

とても残酷なことをしていたのだと改めて思いました。ビルケナウでも線路をたどって実際に歩きまし

たがとても長く感じたし、実際にその線路でやってきた人はこれからどんなことが待っているかもわか

らない中でどんな気持ちでやってきたのかもう今となっては聞くことができないし答えがあるものだと

も思わないけれど、これらの歴史を学んでいく私たちが考えていくべき問題だなと思ったと同時にとて

も感慨深く思いました。 

そのあとのシンドラーの工場でも実際にシンドラーが使っていたデスクや最終的にシンドラーが救っ

たユダヤ人の方々の名前と写真があり、アウシュヴィッツをみた後だったので余計にシンドラーがおこ

なったことの偉大さすごさが伝わってきました。 

ヤギエウォ大学学生との交流会ではポーランドとドイツの関係について現地の生の意見をきくことが

できたし、ポーランド人の年代別での意見など現地に行ってみないとわからなかったであろうことも知

れたのでとても貴重な経験ができました。同世代の学生の意見をきけて良かったです。ヤギエウォ大学

学生も日韓関係の問題など日本の問題にとても積極的だったのをみて、わたしもいろんなことに対して

もっと積極的に取り組もうと思いました。 

ベルリンではホロコースト慰霊碑やテロのトポグラフィー資料館を見学しました。ホロコースト慰霊
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碑は私が想像していたものよりもはるかに大きく高くて驚きました。現地の大学の教授が「これらは同

じ高さのものはなく、すべて違う高さである」とおっしゃっていたことがとても印象に残っています。

当時は「ユダヤ人」というだけで強制移住させられてしまったが、彼らにも名前はあっただろうし性格

もそれぞれ違っただろうし決して「同じ人」ではなかったと、世界でたった一人の人であったというこ

とを示しているのではないかとホロコースト慰霊碑のなかを通って、お話を聞いて感じました。このよ

うにホロコーストの慰霊碑やグルーネヴァルト駅 17 番線のような歴史を感じさせる場所、考える場所は

とても重要だなと思いました。またベルリンの壁が実際にあった場所、まだオリジナルが残っている場

所をみて「壁」一枚で国が分けられていた、壁たった一枚で親子が切り離されたり、夫婦がバラバラに

なってしまったりと想像がつかないという感情しかでてきませんでした。 

ヴァヴェル城やプラハ城、ベルリン大聖堂やサンスーシ宮殿や聖ヴィート大聖堂などこんなにも多く

のお城や教会を見たのは初めてでした。それぞれの教会が国民にどのように思われていたか、カトリッ

クとプロテスタントで内装のデザインが全然違ったりと、とても興味深かったです。例えば戦争中に点

検のため郊外へ持ち出していたから現在もオリジナルのパイプオルガンが残っていることや建物自体の

色が真っ黒とそうでない色の違いなど実際に行ってみてわかることだと実感できました。ドイツ・ポー

ランド・チェコの三ヵ国国境地点では 1 つの川が流れているだけでポーランドとチェコの間にかかって

いる橋を渡るだけで 10秒もしないうちに国境を越えられることがすごいなと思いました。川 1つ渡るだ

けで言語も変われば通貨も変わり、物価も変わるということが不思議な感覚でした。日本は島国なので

国境を越えるイメージがあまりないため、こんなにも国境を超えたのは初めての経験でした。先生がお

っしゃっていたドイツ・ポーランド・チェコの三ヵ国の間に橋がかかる計画があるというのをきいて、

完成したらぜひ行ってみたいです。 

今回ポーランド・ドイツ・チェコの三ヵ国を一度に行ける機会なんて滅多にないし、とても貴重な経

験をすることができました。12 日間という短い間だったにもかかわらず各国の重要都市、歴史を学ぶこ

とができとても実りのある研究旅行になりました。 

 

 

M.O.（国際学部 3年） 

 まずこの研修旅行に参加した理由は、中学のころからホロコーストに関心があり、大学を卒業するま

でにアウシュヴィッツへ行ってみたかったからである。20 世紀という時代になぜあれほど多くのユダヤ

人が虐殺されなくてはいけなかったのか。研修旅行を通してその答えを見出したかった。 

 研修旅行 2 日目に早速行ったアウシュヴィッツはとても寒かった。－17 度。今まで生きてきて経験し

たことがない寒さだった。その寒さの中にいても考えてしまうことは、この寒さの中強制労働に服され

ていたユダヤ人をはじめとする収容者たちはどれほどつらかったであろうか、ということである。私た

ちには厚手のコートにマフラー、帽子、手袋、ヒートテック、カイロとたくさんの防寒グッズを身にま

とい見学をしていた。しかし彼らは当然そのような防寒グッズなど使っていなかったはずである。 

 またそのほかにもアウシュヴィッツに残っていた様々な資料。色とりどりの鍋、名前や住所が書かれ

たトランク、ブラシ、洋服は膨大で、それぞれに生活を持っていたユダヤ人が理不尽な理由でそれを奪

われた証拠がそこにあった。その中でも心を打たれたのは、子供用の靴と髪の毛である。新しい生活が
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待っていると希望をもって、親は新しい靴を子供のために新調した。ユダヤ人の中には、迫害されて貧

しい生活をしていた者もいたはずである。そんな彼らが生活を切り詰めて貯めたお金で新調した靴は無

残にも奪われてしまった。彼らにとってどんなに悲しかったことか、しかし皮肉にも本当に悲惨な歴史

であることを物語ってくれる。 

 そしてこれから死ぬ、もしくはもう既に死んだユダヤ人から剃られた髪の毛。これも靴と同様に当時

の収容所の凄惨な歴史を物語っていた。事前研修会でユダヤ人が髪の毛を剃られていたことは知ってい

た。しかしまさかその髪の毛が展示されているとはまったく予想していなかった。ガイドさんによると

発見された髪の毛はおよそ 7000 キロであったとのことだった。髪の毛が 7000 キロって、どれだけ多く

の人が剃られてしまったのだろうかと、そのおぞましさにぞっとした。その髪の毛でナチス・ドイツの

隊員の服を作っていたとのことで、服を作るために奪われなくてはならなかった現実はあまりにも酷す

ぎる。 

 すこし話が脱線するが、帰国してから周りの人にこの髪の毛の話をしたところ、その事実も怖いが、

呪い的な意味でも怖いという意見が多くでた。確かに私が聞いたことがある怖い話のひとつで、嫉妬し

た女性が自身の髪の毛を手作りのセーターに毛糸と一緒に編み込んで、そのセーターを着た人に怪我を

させたという話があった。このことから、ナチス・ドイツの隊員はこの服を着るのは怖くなかったのか

ということや、この話はドイツにはなく、日本だけのものであるのかが気になった。 

 なんにせよ、このような靴や髪の毛などの資料は、どんなに時がたってもホロコーストの悲惨さを人々

の心に訴える貴重な資料であると感じた。 

 正直なところ、この研修旅行を通して当初目的としていた、20 世紀という時代になぜあれほど多くの

ユダヤ人が虐殺されなくてはいけなかったのかという問いに対して、私なりの納得できる答えを見つけ

ることはできなかった。ただアウシュヴィッツ・ビルケナウ強制収容所はもちろんのこと、様々なホロ

コーストに関する博物館を訪れて、この歴史を戒めとして忘れないことが現代に生きる私たち、特に遠

い日本に住む私たちにできるのとなのだと感じた。 

 ホロコーストの歴史以外に、学びになったことはたくさんあった。代表的なことはヤギエウォ大学の

学生との交流である。彼女たちと過ごした時間は短かったが、これから異文化・多言語を持つ人々と接

するときの心構えや態度を学んだ。 

 私は長期の留学経験がなく、英語力、特に speaking に自信がなかった。しかし彼女たちとの交流の中

で、私が途中どうしても英語で表現できない時に、卑屈になって「私の英語はあまり良くないから」と

言ったところ、「いや十分だよ」と言ってくれたことが非常に嬉しかった。この言葉によって自分の英語

に自信を持つことができた。後で添乗員の奈良さんにこのことを伝えたところ、奈良さんも喜んで英語

が母語でなく、第 2 言語である人とのコミュニケーション上、日本人の英語は意外と通じることを教え

てくれた。このことは今後旅行するうえで、言語面での不安を緩和してくれる知識であると思った。 

 この研修旅行に参加して本当に良かったと思う。集団行動は元来苦手なのでストレスに感じることは

少しあったが、旅行中は非常に様々な気づきがあった。また学年・学部を越えた交流もあり、大学生活

のなかで思い出に残る数日間であった。とても楽しかった。 
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E.K.（家政学部 4年） 

 今回ヨーロッパ研修に参加し、一番印象に残っているのはアウシュヴィッツである。小学生の頃、読

書感想文でアンネの日記を読んだことがあり、悲惨な話だという程度にしか知らなかったが、実際に訪

れた収容所では写真で見たり話を読むよりも無残で、とても居た堪れない、悲しい場所だった。 

人体実験の話や銃殺された死の壁と呼ばれた場所、ガス室、髪の毛、やせ細った人々の写真などを見

ると理解するに難しく、こんな非道なことを同じ人間が本当にしていたのかと信じられなかった。 

また、ビルケナウ第二収容所に訪れた際には、見渡す限り果てしない広さの収容所にとても驚き、こ

んなに広い敷地に人々が収容されていたと考えると本当に恐ろしいと感じた。寒いと思えばすぐに暖か

いところへ逃げ込むことができる私たちの感覚から考えると、ここで収容されていた人々は小屋も隙間

だらけで当然ながら暖をとることもできず、衛生状態も良くない、想像を絶する生活を送っていたのだ

ろうと感じた。収容所で亡くなった多くの人々の人生は何のためにあったのだろうかと思うばかりだっ

た。第二次世界大戦のことやホロコーストなど、ほぼ無知であったが、今回の見学を通して歴史につい

てもっと深く知りたいという気持ちになった。 

その他にも歴史と深く関わっている教会や大聖堂を見ることができ、日本にはない建物の造りや色合

い、空間や光、現実離れした雰囲気に感銘を受けた。ヨーロッパはパリ、ミラノにしか行ったことがな

く、街並みはパリが一番美しい(単純に好き)と思っていたが、すべての都市が歴史的な背景とともにそ

れぞれの個性を持っていて、美しい街並みはパリだけではないと感じた。特にチェコは世界一美しい街

といわれていると聞き半信半疑だったが、実際に足を運んでみると百聞は一見に如かずということわざ

の通り、プラハが世界一美しい街といわれているのも納得できた。 

また、私は今まで国境を見たことがなく三国国境やチェコ、ポーランドの国境を見て、行き来できた

ことは、島国に住んでいる私たちにとっては旅行に行かない限り見ることができないので、貴重な経験

となった。 

今回の研修旅行で訪れなかったら一生訪れなかっただろうと思う場所にたくさん行くことができ、人

生の良き勉強になったと感じた。これから社会人として社会に出る前に人として大事なことを考えさせ

られる良いきっかけになった。 

 

 

M.F.（家政学部 4年） 

 私は海外が好きで、よく海外旅行に行っていました。今回学校の研究旅行ということで、いままでに

行ったことのない 3 か国、さまざまな都市に訪問できると興味を持ち、最初は大学最後の卒業旅行気分

で参加をしました。２回行った事前研修において、それぞれの国について調べたり歴史を学んだりした

うえで訪れるというのは初めての体験で、おもしろさを感じつつも昔の出来事についての理解への浅さ

に自分の知識不足を思い知らされました。私は家政学部で、あまり歴史などの勉強はしてこなかったの

で、一緒に行ったみんなの興味や学ぶ視線にはとても尊敬しました。実際にアウシュヴィッツや博物館

など歴史を感じられるいろいろな場所へ行ってみて、今回の旅行の 3 か国それぞれつながっているのだ

なと驚きを感じました。どこへ行ってもユダヤ人は出てきて、その場を見たりガイドさんの話を聞いた



42 

 

りしていく中で、こんなことが本当に起こっていたのかと、目を疑うようなものばかりでした。ポーラ

ンドとドイツの関係、ユダヤ人、今まで意識すらしてこなかった事を考えさせられる瞬間でした。疑問

を感じることも多く、もっと詳しく知ったうえで見ていたらまた感じ方も違うのかなあと、少し興味を

持ちました。 

また、国境のない日本に住んでいる私には、ポーランド・チェコ・ドイツ 3 ヶ国の国境に行けたこと

も不思議な体験でした。ヤギエウォ大学の人たちとのプレゼンテーションも、おうちに行って交流した

ことも、普段自分で旅行に行っていたら絶対にできない・しないようなたくさんの経験ができ、とても

実りのある旅行だったと思います。それぞれの国の雰囲気、料理、人柄、街並み、ファッション、文化、

言語、いろんなものに触れて、日本との違いへの感動や、また改めて日本のありがたみも感じることが

できました。12 日間、長いようであっという間のヨーロッパ研修でした。初めての氷点下の気温も、世

界で一番美しい街並みも、各国の美味しい料理も、夢のようだった楽しかった日々は、きっと私のこれ

からの人生の中でも糧になる、一生忘れない素晴らしい時間でした。 

大学生活最後のとてもいい思い出ができて嬉しく思います。こういった貴重な体験ができたこと、引

率してくれた西山先生、助手の小倉さん、JTB の奈良さんにこの場をお借りして感謝申し上げます。また

いつか自分で、チェコやドイツ、ポーランドも訪れたいです。 
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Ⅲ 

ヤギエウォ大学との交流・・・ 
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A 班（F.Ｈ., M.H., M.Y.） 

ピエロギ作り 

                                  

 

生地を手作り。一人でやるとかなり時間がかかるよう。今回は５人交代で捏ねたのであっという間に完

成。生地の柔らかさにとてもこだわっていた。耳たぶよりも柔らかいくらい。マグカップでくり抜いて、

餃子と同じ要領でタネを包む。タネはお母さんの手作り。 

 

 

鍋底から浮く

まで茹でたら

完成。美味しく

頂きました。付

け合わせはタ

マネギを炒め

たもの。油で焼

いていないの

で、餃子よりも

あっさりした味でたくさん食べられた。ピエロギにもいくつか種類かあるようで、タネをフルーツにし

たり油で揚げるものもあるらしい。食べながら、日本の漫画の話や、神戸に留学にくる話もしてくれた。

二人とも日本語がとても上手で、楽しい時間を過ごせた。（M.K.） 
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私はアリシアとマグダレナのおうちにお邪魔して、みんなで一緒にピエロギを作りました。具はもう

すでに作っていただいていたので具を包む皮を一から作りました。思ったよりもこねるのが大変でした

が、交代しながらみんなで楽しく作ることができました。日本の餃子のようなものをイメージしていた

のですが、餃子とはまた違う食感で生地がモチモチしてとてもおいしかったです。中の具や具を包む皮

のつけ方は家庭によって違うそうで、日本のお味噌汁に似たところがあるな、と思いました。食後には

日本の漫画を見せてもらったり、かわいくておいしいポーランドのお菓子をいただいたりと楽しい時間

をすごしました。私たちの知らないアニメや漫画、歌手を知っていてとても驚いたし、日本を好きとい

っていただいたことが何よりもうれしかったです。ポーランドの家は日本の家とは違い、全体的にとて

もカラフルでかわいい印象で、料理もおいしく、みんな優しく私もポーランドが好きになりました。（M.H.） 

 

はじめてホームステイをしてみて、学ぶこともたくさんあったし、とても楽しい時間を過ごすことが

出来た。 

 

～家に入ったとき～ 

まず、個人的に驚いたことがある。それは、ヤギエウォ大学の二人は普通に外家に入って靴を脱いで

いたことだ。私はてっきり、ヨーロッパは靴を履いて家の中で生活するのが普通だと思っていた。しか

し、ポーランドでは脱ぐ人もいるということがわかった。 

 

～家の作り～ 

家の中の壁がとてもカラフルで、かわいらしいので、二人に話し

た。すると、ポーランドでは、白より色がついている方が多いと言

っていた。確かにホテルも白ではなかったなとも思った。そしてキ

ッチンも違いがあった。それは、日本のアパートはとても小さい比

ベポーランドはエル字型で棚がたくさんありオーブンもついていた。また、その中で一番驚いたのが下

の棚の中に冷蔵庫や冷凍庫も入っていたことだ。見た目は無いようにみえて実はちゃんとあるというの

がとてもいいなと思った。 

 

～ピエロギを作ってみて～ 

まず玉ねぎを切るとき、玉ねぎの茶色い部分が全てなく、驚いた。そし

て、聞いてみたところ、ポーランドではこれが普通らしい。確かに初めか

らあの部分がない方が面倒をはぶけるなと思った。そして、はじめてピエ

ロギを食べてみて、水餃子のようでとてもおいしかった。そして、切って

炒めた玉ねぎとの相性もとてもよかった。時間があるとき、自分でピエロ

ギを作ってみたいと思う。 

 

～おわりに～ 
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ヤギエウォ大学の二人の日本語がとてもうまく、英語を使わず普通に日本語で話すことが出来た。その

ため、言葉の壁をあまり感じず、会話を楽しむことが出来た。なかなか日

本語が話せる同世代のポーランドの人には会えないと思うので、とても素

晴らしい経験ができたなと心から思う。（M.Y.） 

 

 

B 班（Y.S., F.H.） 

私たちのグループは、アグニェシカのお家にお邪魔してピエロギづくりをしました。家はアリエッテ

ィのような家できれいでかわいらしかったです。こんな家に住んでみたいなと思いました。家には、ア

グニェシカのお父さんとお母さんもいて、お互い言葉は通じないけれどアグニェシカが上手な日本語で

通訳してくれたおかげで、同じ言葉を話しているくらい濃い話ができたし、楽しく過ごせました。 

アグニェシカの一家は私たちを快く歓迎してくれました。それぞれのクリスマスの話や日本のアニメ

についてなどたくさん話しました。作ってくれたたくさんの料理は初め

て食べるものばかりで新しい味を知ることができました。手作りだとは

思えないぐらい見た目もきれいで、どれもおいしすぎてお腹が膨れるほ

どたくさん食べました。特にビートのスープにピエロギを入れた料理が

好きです。紅茶にベリーを入れたときは、そんな発想がなかったので少

し驚きましたが、飲んでみるととてもおいしかったです。ピエロギは日

本の餃子のような見た目でした。しかし、餃子よりもモチモチしていま

した。襞の部分を作るのが難しくて苦戦しました。ピエロギのひだはお

花のような星のようなかわいらしい形でしたが、私たちはアグニェシカのお母さんのようにきれいに作

れませんでした。餃子は水で生地をくっつけますが、ピエロギは自分の指の力でくっつけるので力が必

要で大変でした。具が出てこないか心配でしたが上手く作れたので良かったです。私の家の餃子は、生

地を買って作っていましたが、ピエロギは一から生地も自分でこね

て作ったのでとても楽しかったです。生地を作る時も力が必要だっ

たので少し大変でした。 

みんなで作ったピエロギは楽しく作れたし、とても美味しかった

です。作り方を教えてもらったので日本でも作って食べたいです。

アグニェシカは非常に日本語が上手でした。自力でこんなに話せる

ようになったことを知った私たちは非常に刺激を受けました。お別

れするときはとても寂しくて悲しかったです。また会いたいです。

今度会うときはアグニェシカの歌が聞きたいです。日本に遊びに来たときは、今度は私たちが日本の伝

統文化を伝えたいです。それまでに日本の文化をもっと勉強しておきます。 
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C 班（E.O., A.K.） 

 

ポーランドの学生との交流会後、私たちはカミラとポリナのお宅に訪問しました。彼女たちは大学の

学生同士でルームシェアをしていました。私たちが英語はあまり得意ではないと言ったら、日本語でほ

ぼ話してくれました。2人とも日本語が上手で、たくさん私たちに話してくれました。彼女たちがうまく

日本語に変換できない言葉があると、その単語を日本語に翻訳したものを私たちに表示して説明してく

れ、このような一生懸命な姿に感動しました。言葉の壁も気になることもなく、会話も弾み、楽しい時

間を過ごすことができました。 

訪問した時、ポーランドのお土産をくれました。私たちも日本からお土産を持ってきていたので、お箸

やお菓子、寿司のストラップを渡しました。二人ともすごく喜んでくれて、うれしかったです。 

彼女たちはベジタリアンなのでお肉は食べることが出来ません。なのに、私たちの為にお肉を作って

くれ、ヌードルスープの上にのせて食べました。日本にあるような、食べたことのある味がして美味し

かったです。また、ホットゼリーを作ってくれました。これには驚きましたがとても美味しかったです。

他に色々と作ってくれましたが、どれも美味しかったです。 

カミラは家に友達を呼んで飲み会をするらしく、私たちの間ではそういった飲み会のことを「宅飲み」

と呼んでいるので彼女にこの「宅飲み」という若者の言葉を教えてあげました。また、学校の話になり、

女子校というのが珍しいらしく、なぜ共学に入学しなかったのか、どういう雰囲気なのか、彼氏はどう

しているのかと聞かれ、話しました。女子だけという環境は考えられないと言っていました。日本語を

勉強するきっかけを聞いたところ、日本のアニメに影響を受けたそうです。アニメで日本語の発音を覚

えたり、練習したりすることができると言っていました。ポリナは「ハイキュー」というバレーボール

のアニメが好きで、グッズを通販サイトで買うそうです。事前に分かっていたら日本で買ってきたのに

と思いました。残念です。 

帰り際に、ショッピングセンターに寄ってくれました。そこで、ポーランドで人気のあるお菓子を教

えてもらい、日本へのお土産として買いました。その後ホテルまで送ってもらい、お別れでしたがすご

く悲しかったです。短時間でしたが、ポーランドの学生と交流することができて、私たちにとってとて
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も貴重な体験になりました。 

 

 

 

D 班（A.S., S.Z.） 

私たちのホームステイ先の学生は、二人とも明るく面白い、日本語がとても上手な人たちでした。家

に伺う前にクラクフの中心にある広場の教会やマーケットを案内してもらい、街に残るヴァヴェル城の

伝説の話などを教えてくれました。 

家ではたくさんのポーランドの料理をごちそうになりました。彼女の母親が作ったシチューやみんな

で作ったポークチャップ、ピエロギ、ロールキャベツ、ビーツルートやそれを使ったスープなど、テー

ブルに乗りきらないほどの料理が並び、全部食べ切れないほどでした。食卓にあったものはどれも美味

しかったのですが、中でも私たちは特にポテトパンケーキが印象に残っています。最後にはミルクの味

のお茶や、彼女のお祖母さんが考えたものを含めた 3 種類のケーキもいただきました。その茶葉は、お

湯に浸すと徐々に花が出てくるという仕掛けもので、いろんな種類があることも教えてもらいました。

おもてなしの一つ一つに驚きと発見がたくさんありました。 
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さらに UNO というカードゲームに誘ってもらい、大盛り上がりで、とても楽しませてもらいました。

お土産にと、食卓にもあったビーツルートと、手作りのジャム、紙袋から溢れるほどのお菓子と、小さ

な手帳をいただきました。街の散策から料理までたくさんの素敵なおもてなしをしてもらい、私たちが

英語で話しかける前にほとんど日本語で話しかけてくださったので、とても親しみやすかったです。日

本に来る予定もあるようなので、その際は私たちが案内できるといいなあと思います。 

 

 

E 班（M.O.2, N.K., M.O.3） 

 私たちは、ヤギエウォ大学とのディベート後、Wanda, Kasia, Ada と共にトラムに乗り、彼女たちのシ

ェアハウスに向かった。途中、クラクフで有名であるという湖を見せてくれるために、トラムを下車し、

わざわざ湖へ案内してくれた。湖は寒さのため水が凍っていたが、その独特な形は美しかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 その後再度トラムに乗車し、彼女たちのシェアハウスへ向かった。シェアハウスに到着した後は早速

ピエロギ作りに取りかかった。Wanda が事前にピエロギのたねを作っておいてくれたので、生地を作るこ

とから始めた。Kasia が粉から生地を作っている様子を見ると、その作り方はまさに日本の餃子そのもの

であった。 

 粉からつくったピエロギはやはり美味しかった。手作りのピエロギと一緒に、スーパーで買ったピエ

ロギを同時に食べたが、生地から作り立てのピエロギとは味が違うなと感じた。 

 お腹が満たされた後、お土産を買いに行きたいといったところ、ホテルまでの帰り道で旧市街広場に

あるマーケットへ連れて行ってくれた。 
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 私たちがお土産を買えるまで待っていてくれ、そしてホテルまで送って行ってくれた。彼女たちのホ

スピタリティの高さに感銘を受け、感謝を気持ちでいっぱいになった。 

 

 

 彼女たちは低学年であるとのことで、交流中のコミュニケーションはほとんど英語を使っていた。私

たちは自分自身の英語力に自信がなかったが、この交流を楽しい時間を過ごすため懸命に英語を話した。

M.O.3 は途中どうしても英語で表現できない時があり、Kasia に「私の英語はあまり良くないから、」と

言ったところ「あなたの英語力は十分だよ」と言われた、先にも述べたように英語力には自信がなかっ

たが、この言葉によって自信を持つことが出来た。M.O.2 や N.K.も同様に、半日英語を使って楽しく過

ごすことが出来たということによって、自身の英語力に少し自信を持つことが出来た。 

 しかしもっと英語が話せれば、それに伴って円滑なコミュニケーションを図ることが出来たはずであ

る。英語の重要性を再認識し、英語、特に SPEAKING の練習が必要であると感じた。 

 彼女たちと過ごした時間は私たちにとって非常に良い経験となった。なぜなら英語の重要性の再認識

はもちろんのこと、言語の壁があってもそれを超えて楽しい時間を過ごすことが出来たということを発

見したからである。今後も異文化・多言語を持つ人々と接するときもこの経験を忘れず、壁を作らず積

極的なコミュニケーションを心がけていきたい。 

 

 



51 

 

 

F 班（E.K., M.F.） 

私たちはヤギエウォ大学の Justyna、Malgorzata、Julia と一緒に、Julia の家で

barszcz というビーツのスープと、プラツキと呼ばれるジャガイモのパンケーキを

作りました。どちらも私たちが事前に調べていたピエロギやジュレックとはまた違

った、ポーランドの伝統的な料理です。 

Julia の家はとてもオシャレなアパートでした。着いてか

らはお部屋も見せてくれたりしたのですが、日本のキャラクターやこけしなどが

置いてあって、日本が好きなんだなあと少し嬉しく思いました。 

それからポーランドのお菓子と紅茶を頂きながら、お互いについて、日本のこ

と、ポーランドのことについて、好きな音楽やア

ルバイト、彼氏、趣味などについて色々な話をし

ました。最初は慣れず、少しぎこちない雰囲気でしたが、次第に打ち解

けて写真もたくさん撮りながらとても楽しく過ごせました。ベントとい

う可愛い猫がいて、エサをあげたり遊んだりもしました。barszcz とい

うスープを作り、三人が買ってきてくれたパイを頂いてから、メインのジャガ

イモのパンケーキを作りました。大量のジャガイモの皮をむき、摩り下ろし機

を使ってジャガイモと玉ねぎを磨り潰し、卵と一

緒に混ぜ合わせ、油を多くひきパンケーキのよう

に焼き上げました。ソースは、大きなマッシュル

ームを細かく切って、サワークリームと混ぜ合わ

せたものを美味しく味付けしてくれました。サワークリームだけのものと 2

種類かけて食べました。夕方にはお母さんと妹もいて、みんなで過ごしま

した。 

ここでは人生で初めてのポーランド料理をとても楽しく、美味しく食べることがで

きて本当に素晴らしい時間を過ごすことができました。帰りはとても寂しかったです。

キュートで日本語がとても上手な 3人でした！またいつの日か再会し、今度は日本の

文化や料理について紹介できたらいいなと思います。 
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道中のスナップショット・・・ 
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アウシュビッツ・シンドラー博物館 
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クラクフ～大学交流～ 

ヤギェウォ大学 



55 

 

 



56 

 

 

 

  



57 

 

  

 



58 

 

おわりに 

 

昨年の 7 月に中東欧研究旅行の引率が決まってから出発までの 8 ヵ月間、期待と不安で一杯でした。

恥ずかしながら、初めて日程表を見た時は国名と地名が一致せず、地名を覚えるところからのスタート

でした。また、初めての引率ということもあり、現地で学生さんが体調を崩したり、トラブルがあった

らどうしようという不安が強かったです。その一方、普段はカウンター対応くらいでしか関わることの

出来ない学生さんと 2 週間も密に関わることが出来るということに対しての喜びも同じくらい大きかっ

たです。 

 

 現地についてから一番驚いたことは、学生さんの学習意欲の高さと素直さです。私が学生の頃は、ア

ウシュヴィッツでヒトラーがユダヤ人を大量虐殺していたという事実こそ知ってはいたものの、実際に

そこで行われたことを知ることが怖く、目を背けていました。しかし、参加者の皆さんは限られた時間

の中でより多くの真実を吸収しようとしており、一言も聞き逃すまいとガイドさんの話を真剣に聞いた

り、展示品に見入っている姿がとても印象的でした。また、当初は他学部の学生さんや個人参加の学生

さんがペアやグループで参加する他の学生さんに上手く馴染めるか心配していましたが、私の心配をよ

そに学部や学年を超えて知識を共有したり、一日自由行動の際などは仲良く一緒に過ごしており、これ

こそが研究旅行の醍醐味だと感じました。 

 

私がその中でも特に印象に残っている出来事は、研究旅行中にお誕生日を迎えた学生さんを全員でお

祝いした夕食会です。研究旅行中全員で夕食を食べる機会が 3 回あったのですが、そのうちの 1 回が学

生さんのお誕生日でした。西山先生のご提案で、全員でポストカードに寄せ書きをし、JTB の奈良様がご

用意してくださったケーキでお祝いをしました。最終日に近かったこともあり、初日とは打って変わり

皆で和気藹々と楽しい一時を過ごすことができ、参加者の皆さんにとっても良い思い出になったことと

思います。 

 

最後にはなりますが、初めての引率で未熟な面が多く皆さんには多々ご迷惑をおかけしたかと思いま

す。西山先生をはじめ参加者の皆さんや添乗員の奈良様、JTB の野沢様に助けていただきながら、12 日

間に渡る研究旅行を無事に終えることができました。この場をお借りして心よりお礼申し上げます。参

加者の皆さんにとって、この研究旅行が今後の人生をより豊かにしてくれることを願っています。 

 

国際学部助手 小倉弥生 記 


